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松
尾 

康
範 

（
ま
つ
お 

や
す
の
り
）

元
タ
イ
事
業
現
地
代
表

１
９
６
９
年
生
ま
れ
。
学
生
時
代

の
９０
年
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
に
関
わ

る
。
９４
年
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
１
年
間
東
北
タ
イ
に
滞
在
。

９７
年
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ
タ
イ
事
業
担
当
。
２
０
０
０
年
、
再

び
タ
イ
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
タ
イ
現
地
代
表
に
就
任
し
、
０４
年
帰

国
。
現
在
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
で
居
酒
屋
「
百
年
の

杜
」を
経
営
す
る
傍
ら
ア
ジ
ア
農
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
Ａ

Ｆ
Ｅ
Ｃ
）
事
務
局
長
、
成
城
大
学
非
常
勤
講
師
を
勤
め

る
。
著
書
に
『
イ
サ
ー
ン
の
百
姓
た
ち
│
Ｎ
Ｇ
Ｏ
東
北

タ
イ
活
動
記
』（
め
こ
ん
、
２
０
０
４
）、『
居
酒
屋
お
や

じ
が
タ
イ
で
平
和
を
考
え
る
』（
コ
モ
ン
ズ
、
２
０
１

８
）。
共
著
多
数
。

森
本 

薫
子 

（
も
り
も
と 

か
お
る
）

元
タ
イ
事
業
担
当

１
９
９
９
年
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
タ
イ
事
業

の
「
農
村
で
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
」
研
修
に
２
期
生
と
し
て
、

チ
ェ
ン
マ
イ
の
有
機
農
業
普
及
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
１
年
間
研
修
。
修
了
後
、
タ
イ
事
業
の
現
地
駐

在
員
と
な
り
、
ノ
ン
ジ
ョ
ッ
ク
自
然
農
園
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
地
場
の
市
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
農
民
交
流

な
ど
に
携
わ
る
。
２
０
０
６
年
退
職
。
タ
イ
人
の
夫
、

子
ど
も
と
タ
イ
東
北
部
農
村
で
有
機
農
園(

カ
オ
デ
ー

ン
農
園)

を
営
み
、
１９
年
に
設
立
し
た
合
同
会
社
Ｐ
Ｌ

Ｃ
で
は
、日
タ
イ
間
の
研
修
や
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
企
画・

運
営
を
手
掛
け
る
。
著
書
に
「
タ
イ
の
田
舎
で
嫁
に
な

る
」（
め
こ
ん
）。

下
田 
寛
典 

（
し
も
だ 

と
も
の
り
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
事
業
担
当

２
０
０
１
年
に
「
タ
イ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
参
加
。
０４
年
の
ス
マ

ト
ラ
島
沖
地
震
の
発
災
を
受
け
、

津
波
で
被
災
し
た
南
タ
イ
で
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
被
災
者
支
援

活
動
に
参
加
。
緊
急
支
援
担
当
と
し
て
自
然
災
害
支
援

に
従
事
す
る
傍
ら
、
タ
イ
事
業
を
兼
任
。
０８
年
か
ら
若

手
農
民
交
流
を
開
始
。
以
降
、
東
日
本
大
震
災
の
福
島

原
発
事
故
の
経
験
と
教
訓
を
学
ぶ
交
流
、１６
年
か
ら
食・

流
通
・
教
育
の
活
動
を
学
ぶ
経
験
交
流
を
企
画
・
実
施
。

１９
年
に
合
同
会
社
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
創
業
し
、
日
本
と
ア
ジ
ア

の
交
流
を
軸
に
持
続
的
な
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

大
村 

真
理
子 

（
お
お
む
ら 

ま
り
こ
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
事
業
現
地
代
表

神
奈
川
県
出
身
。
幼
少
期
を
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
小
学
生
時
代
を
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
過
ご
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
イ
ン
タ
ー

ン
募
集
を
見
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
イ
ン
タ
ー

ン
に
応
募
し
、
２
０
１
３
年
度
広
報
イ
ン
タ
ー
ン
と
な

る
。
１４
年
度
よ
り
正
職
員
と
な
り
、
収
益
事
業
（
カ
レ

ン
ダ
ー
）
担
当
。
１５
年
３
月
よ
り
広
報
担
当
。
１７
年
１２

月
よ
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
駐
在
と
な
り
現
在
に
至
る
。
事
業

地
・
コ
ン
ポ
ン
ク
ダ
イ
（
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
州
）
に
居

住
し
、
月
に
数
回
、
首
都
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
出
張
ベ
ー

ス
で
滞
在
し
て
い
る
。

大
野 

和
興 

（
お
お
の 

か
ず
お
き
）

１
９
４
０
年
生
ま
れ
。
日
本
と
ア

ジ
ア
の
村
々
で
農
業
・
食
糧
問
題

を
取
材
・
執
筆
す
る
農
業
記
者
。

取
材
活
動
の
傍
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
記
事
サ
イ
ト
「
日
刊
ベ
リ
タ
」

の
代
表
も
務
め
る
。
主
な
著
書
に
『
農
と
食
の
政
治
経

済
学
、
１
９
９
４
』（
緑
風
出
版
）、『
ア
ジ
ア
小
農
業
の

再
発
見
、
１
９
９
８
』（
岩
崎
美
佐
子
・
大
野
和
興
著
、

緑
風
出
版
）、『
日
本
の
農
業
を
考
え
る
、
２
０
０
４
』、

（
岩
波
書
店
）、な
ど
著
書
多
数
。

支
援
す
る
・
さ
れ
る
か
ら

対
等
の
関
係
に
移
行
し
た
今
、

タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
事
業
は

終
わ
る
が
新
た
な
交
流
へ

﹇
特 
集
﹈
終
了
す
る
事
業
か
ら
見
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
歩
み 

（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
）

 

座
談
会
参
加
メ
ン
バ
ー

 

司
会

◎注1…インターン・プログラム　正式名「タイの農村で学ぶインターンシップ」。国際協力に関心があるものを対象とし、
タイの農村やNGOに派遣する1年間の研修プログラム。タイ事業による1998～2014年まで実施したプロジェクト。

１
９
８
０
年
の
設
立
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
関
わ
っ

て
き
た
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
事
業
は
、
４０

年
を
経
た
２
０
２
０
年
度
で
終
了
と
な
る
。

こ
の
節
目
に
、
こ
の
４０
年
間
の
事
業
の
経
緯

を
座
談
会
形
式
で
振
り
返
ろ
う
と
、
本
誌
前
号

で
は
そ
の
前
編
と
し
て
、
緊
急
救
援
か
ら
農
村

開
発
に
移
行
す
る
ま
で
の
８０
〜
９０
年
代
に
つ
い

て
を
初
期
の
ス
タ
ッ
フ
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

「
何
か
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の
衝
動
的
な

思
い
か
ら
現
地
に
飛
び
込
み
、
困
窮
す
る
人
々

を
支
援
し
続
け
た
日
々
。

そ
の
活
動
は
９０
年
代
後
半
か
ら
農
村
部
で

の
、
日
本
と
現
地
で
の
人
材
育
成
、
農
民
が
決

定
権
を
も
つ
市
場
の
確
立
、
日
本
と
タ
イ
の
農

民
交
流
な
ど
、
支
援
す
る
・
さ
れ
る
の
関
係
で

は
な
く
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
対
等
の
関
係
を
構
築

で
き
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
こ
と
ば
か
り
だ
。

両
国
で
の
事
業
は
終
わ
る
。
だ
が
こ
の
４０
年

で
築
い
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
今
後
の
新

た
な
交
流
を
可
能
に
す
る
。

座
談
会
後
編
で
は
、
こ
れ
ら
事
業
に
つ
い
て
、

９０
年
代
後
半
か
ら
２
０
１
０
年
代
後
半
に
か
け

て
関
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
語
っ
て
も
ら
う
。
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日
本
と
タ
イ
の

人
材
育
成

大
野　
ま
ず
話
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
ア
ジ
ア
で
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら

２１
世
紀
に
か
け
て
何
が
起
き
て
、
人
々
の

価
値
観
が
ど
う
変
わ
り
、
農
村
で
何
が
起

き
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
自

分
た
ち
に
何
が
で
き
て
、
何
が
で
き
ず
、

何
が
課
題
と
な
っ
た
の
か
、
そ
し
て
何
を

残
し
た
の
か
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
タ
イ
と
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
長
く
か
か
わ
っ
て
い
る
け
ど
、
皆

さ
ん
は
い
つ
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
の
？

松
尾　
学
生
だ
っ
た
９０
年
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活

動
に
参
加
、
９４
年
か
ら
９５
年
の
１
年
を
タ

イ
の
農
村
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
入
り
、
９７

年
か
ら
東
京
事
務
所
で
タ
イ
事
業
担
当
に

な
っ
た
。

森
本　
私
は
９９
年
終
わ
り
か
ら
１
年
間
、

タ
イ
事
業
部
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
注
１
）
の
２
期
生
と
し
て
チ
ェ

ン
マ
イ
で
有
機
農
業
の
普
及
を
行
う
タ
イ

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
終
了
時
、
イ
ン
タ
ー
ン
担
当
の
前

任
者
が
退
任
す
る
た
め
後
任
の
話
を
い
た

だ
き
、
タ
イ
事
業
の
担
当
に
な
り
ま
し

た
。

下
田　

私
は
イ
ン
タ
ー
ン
４
期
生
。

２
０
０
１
年
か
ら
０２
年
で
す
。

大
村　
私
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
１７
年
１２
月
に

赴
任
し
ま
し
た
。

大
野　
松
尾
君
が
タ
イ
事
業
担
当
に
な
っ

た
の
は
、
タ
イ
で
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
、

ア
ジ
ア
経
済
危
機
が
あ
っ
た
時
だ
よ
ね
。

松
尾　
そ
う
で
す
。
８５
年
に
プ
ラ
ザ
合
意

が
あ
っ
て
、
日
本
も
含
め
海
外
企
業
が
タ

イ
に
バ
ン
バ
ン
投
資
し
た
こ
と
で
、
８７
年

か
ら
タ
イ
の
経
済
成
長
率
は
毎
年
１０
％
を

保
っ
た
。
８７
年
に
１
０
０
０
ド
ル
だ
っ
た

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
９６
年
に
３
０
０
０

ド
ル
に
膨
大
。
で
も
、
そ
の
１０
年
間
で
タ

イ
の
農
民
は
、
政
府
の
政
策
に
沿
っ
た

キ
ャ
ッ
サ
バ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
等
の
輸
出
志

向
型
農
業
に
翻
弄
さ
れ
、
多
大
な
借
金
を

抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
し
わ
寄
せ
で
す
ね
。
で
、
Ｊ
Ｖ

Ｃ
は
ど
う
い
う
活
動
を
す
べ
き
か
を
考
え

る
転
換
期
で
も
あ
っ
た
。

９６
年
か
ら
は
村
上
真
平
さ
ん
（
注
２
）

が
現
地
代
表
、
９８
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園
（
注

３
）
が
立
ち
上
が
っ
た
。
共
通
し
て
い
る

の
は
人
材
育
成
。
ノ
ン
ジ
ョ
ク
で
は
、
自

然
農
業
な
ど
に
関
わ
る
人
た
ち
の
育
成
を

換金作物で借金を作り、その先が見えない状況の対案として農民自身による市場づくりが始まり、農民たちは「生産する自
由」を取り戻し始めた。1999年の調査期間中から村内の市場が広がり始め、2002年、市場委員会がコンケン県ポン郡の郡
長を口説き、2002年11月に、ポン郡役所内に「むらとまちの市場」が始まった。写真左上が、1999年に市場を開設したコン
ケン県ポン郡ぺックヤイ区ノンテー村。右上がポン郡役所での市場開きの日。下の写真は「むらとまちの市場」での賑わい

◎注2…村上真平　元JVCタイ現地代表（1996～2001年）。有機農業の先駆者。現在は、公益社団法人　全国愛農会会長（2015年～）。家族農林漁業プ
ラットフォーム・ジャパン代表（2019年～）。  ◎注3…ノンジョク自然農園　バンコク郊外にて、JVCタイとタイのNGOとの合同プロジェクトとして運営さ
れていた自然農園＆研修センター（1996～2003年）。
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し
、そ
し
て
タ
イ
と
い
う
場
所
を
借
り
て
、

日
本
の
仲
間
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
始
ま
る
。

大
野　
当
時
、
タ
イ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
貧
富
の
格
差
と
か
矛

盾
が
か
な
り
は
っ
き
り
見
え
て
き
た
？

森
本　
９９
年
は
タ
イ
の
農
民
人
口
が
７
割

弱
だ
っ
た
け
れ
ど
、
２０
年
以
上
経
っ
た
今

は
４
割
を
切
る
。
農
業
だ
け
で
は
や
っ
て

い
け
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
。

コ
メ
で
い
え
ば
、
タ
イ
の
コ
メ
政
策
が

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
特
に
０１
年

の
タ
ク
シ
ン
政
権
（
０６
年
ま
で
）
が
コ
メ

の
高
価
買
い
取
り
を
や
っ
た
。
農
民
は
現

金
が
必
要
だ
か
ら
稲
刈
り
後
に
、
い
っ
せ

い
に
コ
メ
を
売
る
。
す
る
と
米
価
が
急
激

に
落
ち
る
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

政
府
が
買
い
取
っ
た
け
ど
、
１４
年
に
軍
事

政
権
に
代
わ
る
ま
で
、
各
政
権
は
そ
の
政

策
を
と
き
に
縮
小
、
と
き
に
拡
大
さ
せ
な

が
ら
続
け
た
。
米
価
の
高
低
に
振
り
回
さ

れ
る
農
民
も
増
え
た
。
で
も
、
有
機
農
業

は
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
な
い
形
を
作
っ
て

い
っ
た
。

大
野　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
有
機
農
業
で
果
た
し
た

役
割
は
？

森
本　

村
上
さ
ん
は
、
タ
イ
の
有
機
農

業
普
及
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
信
頼
が
高
か
っ

た
。
タ
イ
で
も
有
機
農
業
実
践
農
家
は
ど

の
土
地
に
も
い
た
。
で
も
、
現
地
で
村
上

さ
ん
が
評
価
さ
れ
た
の
は
、
彼
は
有
機
農

業
の
実
践
者
で
も
あ
り
、
科
学
的
に
農
業

を
説
明
で
き
る
と
い
う
両
方
が
で
き
た
か

ら
だ
。
農
民
は
「
毎
日
忙
し
い
か
ら
、
土

つ
く
り
な
ん
て
で
き
な
い
よ
」
と
言
っ
て

も
、
村
上
さ
ん
は
そ
の
場
で
、
そ
の
状
況

に
合
わ
せ
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き

た
し
、
理
論
的
な
説
明
も
で
き
た
。
そ
ん

な
人
は
当
時
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
の
で

重
宝
さ
れ
た
。

　
で
、
有
機
農
業
の
人
材
が
増
え
る
と
、

今
度
は
「
ど
う
や
っ
て
売
る
」
か
で
松
尾

さ
ん
の
「
地
場
の
市
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
注
４
）
が
立
ち
上
が
っ
た
。

地
場
の
市
場
つ
く
り
、

そ
し
て
人
材
交
流
へ

松
尾　
９９
年
に
「
地
場
の
市
場
つ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
、
２
０
０
０
年
に

活
動
が
始
ま
っ
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｖ

Ｃ
タ
イ
で
の
経
験
を
活
か
し
、
機
会
提
供

に
特
化
し
た
。
例
え
ば
、
地
場
の
市
場
つ

く
り
に
興
味
を
持
っ
た
農
民
が
「
村
の
近

く
で
野
菜
や
作
物
が
売
れ
る
な
ら
、
健
康

な
野
菜
を
育
て
る
た
め
の
複
合
農
業
を
や

り
た
い
」
と
言
え
ば
、
そ
う
い
う
実
践
者

の
も
と
へ
連
れ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
視

察
や
研
修
の
経
費
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
協
力
す
る

が
、
苗
木
を
育
て
た
い
と
の
要
請
が
あ
っ

て
も
、
苗
木
代
も
出
さ
な
い
。
市
場
の
建

設
費
も
一
切
出
さ
な
い
。
新
し
い
建
物
を

作
る
の
で
は
な
く
、
町
に
あ
る
学
校
や
病

院
や
役
所
を
利
用
す
る
計
画
を
立
て
た
。

徹
底
的
に
ケ
チ
だ
っ
た
。
嫌
わ
れ
者
で

す
よ
ね
。「
金
も
落
と
さ
な
い
。
何
し
に

来
た
ん
だ
」
っ
て
感
じ
の
中
で
村
に
入
っ

て
、
酒
を
飲
ん
で
、
話
し
合
い
を
重
ね
る

わ
け
。
農
民
が
貧
し
く
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
も
、「
俺
た
ち

が
で
き
る
範
囲
で
世
の
中
を
い
い
方
向
に

も
っ
て
い
こ
う
よ
」
と
。
そ
こ
に
は
援
助

を
超
え
た
世
界
が
あ
っ
た
。

自
分
た
ち
が
作
っ
た
も
の
を
村
内
や
町

で
自
ら
が
売
る
「
地
場
の
市
場
つ
く
り
」

構
想
が
面
白
か
っ
た
の
は
、
お
す
そ
分
け

と
経
済
と
い
う
、
一
見
、
相
反
す
る
言
葉

が
こ
の
市
場
で
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
。

０２
年
に
、
ポ
ン
郡
役
所
で
「
む
ら
と
ま

ち
を
結
ぶ
市
場
」
が
始
ま
る
と
、
市
場
か

ら
確
実
に
定
期
的
な
収
入
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
お
す
そ
分
け
の
世
界
も
復

活
し
、
今
、
こ
の
運
動
は
東
北
タ
イ
の
あ

ち
こ
ち
で
実
践
さ
れ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
左
右
さ
れ
な
い
社
会

を
作
る
に
は
、
権
力
に
嘆
く
だ
け
で
は
な

く
、
人
び
と
に
よ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な

活
動
を
形
成
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
け
ど
、
ま
さ
に
こ
の
市
場
が
そ
の
役

割
を
果
た
し
た
。

森
本　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
タ
イ
の
活
動
は
時
代
の
流

れ
に
合
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
タ
イ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
も
評
価
さ
れ
た
と
思
う
。

松
尾　
地
場
の
市
場
つ
く
り
を
す
る
中

で
、課
題
は
、そ
う
い
う
意
識
を
も
つ「
変

わ
り
者
」
が
点
で
勝
手
に
や
る
の
で
は
な

く
、
ど
う
や
っ
て
面
と
し
て
展
開
す
る
か

だ
っ
た
。
そ
れ
を
や
ら
な
い
こ
と
に
は
、

大
き
な
権
力
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
か
な
い
っ
こ
な
い
か
ら
。

大
野　
販
売
ま
で
自
分
た
ち
で
き
ち
っ
と

や
っ
て
い
く
。

松
尾　
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自

分
た
ち
の
決
定
権
を
取
り
戻
し
た
。

森
本　
ノ
ン
ジ
ョ
ク
で
も
う
一
つ
重
要

だ
っ
た
の
は
、「
提
携
」
を
始
め
た
こ
と
。

消
費
者
と
生
産
者
が
契
約
す
る
形
で
農
産

物
を
毎
週
契
約
者
に
届
け
る
の
は
、
タ
イ

◎注4…地場の市場づくり　農民NGO「アジア交流センター」が日本に招聘した東北タイの農民、ヌーケンさんが帰国後に始めた村の市場をヒントに、
2000年に開始したプロジェクト（～06年）。02年にコンケン県ポン郡役所内に「むらとまちを結ぶ市場」をオープンし、地域の灯火になっている。

［特  集］終了する事業から見るＪＶＣの歩み（ P A R T 2 ）
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で
は
ノ
ン
ジ
ョ
ク
が
初
め
て
。
今
で
こ

そ
、
タ
イ
で
た
く
さ
ん
や
っ
て
い
る
が
。

大
野　
そ
の
次
の
段
階
が
、
下
田
さ
ん
と

森
本
さ
ん
た
ち
が
メ
イ
ン
で
や
っ
た
、
農

民
同
士
の
国
内
外
交
流
に
な
る
？

下
田　
私
が
タ
イ
に
関
わ
り
始
め
た
と
き

は
、
松
尾
さ
ん
と
同
年
代
か
ち
ょ
っ
と
上

の
世
代
の
農
民
活
動
家
が
パ
ワ
ー
を
持
っ

て
い
た
。
か
つ
て
の
農
民
活
動
家
は
日
本

に
行
っ
て
日
本
の
百
姓
と
交
流
し
哲
学
を

培
っ
て
き
た
。

私
は
当
時
２０
代
だ
っ
た
が
、
日
本
や
タ

イ
の
若
い
農
家
が
、
も
っ
と
ジ
ブ
ン
ゴ
ト

と
し
て
地
域
社
会
や
自
分
の
国
の
こ
と
を

考
え
、
か
つ
て
の
農
民
活
動
家
の
よ
う
に

自
分
た
ち
自
身
の
哲
学
を
培
う
の
が
こ
れ

か
ら
の
社
会
づ
く
り
に
大
事
だ
と
、
日
本

の
新
規
就
農
者
と
タ
イ
の
若
手
農
民
と
の

交
流
を
０８
年
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
（
本

誌
１０
ペ
ー
ジ
参
照
）。

カ
ン
ボ
ジ
ア
。
目
指
し
た
の
は
、

一
年
中
食
べ
る
も
の
に

事
欠
か
な
い
農
村

大
野　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
も
尋
ね
た

い
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
難
民
支
援
か
ら
始
め
た

が
、
今
の
状
況
で
何
が
必
要
と
考
え
る
？

下
田　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
９０
年
代
半
ば
か
ら

多
額
の
国
際
援
助
が
入
り
、
国
の
経
済
成

長
も
好
調
だ
っ
た
一
方
で
、
２
０
０
０
年

に
人
口
の
５０
％
以
上
が
貧
困
ラ
イ
ン
。
そ

の
、
貧
困
問
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
が
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
援
助
機
関
の
メ
イ
ン
の
課
題
で
し

た
。そ

の
な
か
で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
の
は
、
農
村
地
域
が
一
年
中
、
食
べ

る
も
の
に
事
欠
か
な
い
状
況
に
ど
う
も
っ

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
家
庭
菜

園
、
井
戸
掘
り
、
稲
作
の
技
術
研
修
と
か

を
や
っ
た
の
が
そ
の
時
期
で
す
。

大
野　
そ
の
課
題
は
ど
う
変
化
し
た
？

下
田　
貧
困
ラ
イ
ン
は
１４
年
に
は
１５
％
を

下
回
る
ま
で
減
っ
た
。
で
も
中
身
が
問

題
。
数
字
と
し
て
表
れ
た
の
は
、
都
市
の

一
部
の
人
が
も
の
す
ご
く
経
済
を
引
っ

張
っ
て
、
農
村
地
域
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
。な
の
で
、農
村
地
域
で
は
未
だ
に
、

一
年
間
、
食
に
事
欠
か
な
い
と
い
う
課
題

は
残
っ
て
い
る
。

大
村　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
地
で
言
え
ば
、
０７

年
頃
の
活
動
資
料
で
は
、
家
庭
菜
園
を
や

る
人
が
ほ
ぼ
い
な
か
っ
た
。
で
も
私
が
赴

任
し
た
１７
年
に
は
皆
、
何
か
し
ら
育
て
て

い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
自
給
分
は
確
保

で
き
る
の
で
「
売
り
た
い
」
と
い
う
人
が

多
く
い
た
。

こ
ん
な
に
売
り
た
い
人
た
ち
が
い
る
の

な
ら
と
、「
野
菜
や
ハ
ー
ブ
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と
い
ろ
ん
な
人
を
村
に
呼
ん

だ
。そ

こ
か
ら
、「
自
分
の
欲
し
か
っ
た
も

の
が
、
無
農
薬
の
国
産
で
入
手
で
き
る
と

は
、
こ
こ
は
宝
の
山
だ
」、「
顔
が
見
え
る

野
菜
を
買
い
た
い
」
と
い
う
人
が
出
て
き

て
、
取
引
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
。

意
欲
は
あ
る
け
ど
、
き
っ
か
け
が
な
い
人

た
ち
を
外
と
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

外
か
ら
来
た
者
の
役
割
の
ひ
と
つ
は
情

報
伝
達
。
例
え
ば
、
何
か
を
売
り
た
い
と

い
う
村
人
は
、
あ
ま
り
村
の
外
に
出
た
こ

と
が
な
い
。「
じ
ゃ
、
近
く
の
町
の
ス
ー

パ
ー
見
に
行
こ
う
よ
」
と
皆
で
見
に
行
く

と
、
み
ん
な
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
包
装
が

「
か
っ
こ
い
い
」「
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
」

と
感
心
す
る
が
、
私
は
、「
最
近
は
、
村

で
い
つ
も
や
る
よ
う
な
ハ
ス
や
バ
ナ
ナ
の

葉
っ
ぱ
で
く
る
ん
だ
ほ
う
が
最
新
だ
よ
」

と
伝
え
る
と
、「
え
、
そ
う
な
の
」
と
。

実
際
そ
う
や
っ
て
売
る
と
、
町
の
外
国
人

な
ど
に
は
受
け
て
、
ど
ん
ど
ん
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
経
験
交
流
を
経
て
、
野

菜
も
売
れ
て
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
と

ら
え
方
が
変
わ
っ
て
き
た
の
が
嬉
し
い
。

コ
ロ
ナ
で
明
ら
か
に
な
っ
た

農
村
の
強
さ

大
野　
そ
の
一
方
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
？

大
村　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
人
権
の
観
点
で

は
抑
圧
さ
れ
た
社
会
。
１５
年
か
ら
特
に
Ｎ

東北部コンケン県コンケン市の廃棄物が集ま
る集積場で、リサイクル品を探して販売し生計
を立てている地域の住民を訪問し、実際に体験
させてもらうインターン13期生
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Ｇ
Ｏ
の
締
め
付
け
も
厳
し
く
な
っ
て
き

た
。
土
地
問
題
を
扱
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活
動
停

止
し
た
り
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
安
全

確
保
も
あ
り
、
政
治
的
な
イ
シ
ュ
ー
に
働

き
か
け
る
活
動
に
名
を
連
ね
る
こ
と
は
難

し
い
。

大
野　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
、
権
威
主
義
的
な

政
治
体
制
や
一
党
独
裁
の
政
治
的
問
題
を

農
村
の
日
常
で
感
じ
る
こ
と
は
あ
る
？

大
村　
１８
年
に
５
年
に
１
度
の
総
選
挙
が

あ
り
、
農
村
部
で
普
通
の
農
業
研
修
や
っ

て
い
て
も
、
選
挙
活
動
で
は
な
い
の
か

と
、
警
察
や
役
人
が
研
修
場
所
の
周
り
で

監
視
し
て
い
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
で
政
権

批
判
が
見
つ
か
る
と
逮
捕
さ
れ
、
実
際
、

近
所
の
理
容
室
の
お
じ
ち
ゃ
ん
も
国
内
で

逮
捕
さ
れ
た
２
人
目
に
な
っ
た
。
選
挙
で

は
投
票
す
る
と
指
に
黒
い
イ
ン
ク
が
塗
ら

れ
る
の
で
、
イ
ン
ク
の
な
い
人
は
反
政
府

志
向
あ
り
と
思
わ
れ
る
の
で
、
み
ん
な
無

理
に
で
も
選
挙
に
行
き
、
与
党
に
投
票
し

た
。結
果
、全
議
席
を
与
党
が
独
占
し
た
。

農
村
部
の
人
が
少
な
い
場
所
で
も
、
与

党
の
支
援
者
が
与
党
に
投
票
し
ろ
と
指
導

を
し
て
い
て
緊
迫
し
て
い
た
。
村
長
も
与

党
の
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
村
長

も
自
分
の
地
域
で
野
党
が
選
ば
れ
た
ら
ま

ず
い
の
で
、
選
挙
前
は
、
村
民
を
集
め
て

与
党
に
入
れ
る
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

松
尾　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
か
つ
て
フ
ラ
ン

ス
の
保
護
領
で
あ
り
、
ロ
ン
ノ
ル
政
権
の

時
代
に
は
ア
メ
リ
カ
が
バ
ッ
ク
に
い
て
、

大
国
に
翻
弄
さ
れ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
さ
れ

た
。
知
り
た
い
の
は
、
日
本
で
は
、
成
田

空
港
建
設
の
た
め
に
農
地
を
奪
わ
れ
た
三

里
塚
の
農
民
の
怒
り
が
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

な
農
業
を
つ
く
っ
た
け
ど
、
同
じ
よ
う
に

抑
圧
さ
れ
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
そ
う

い
う
の
は
な
い
の
か
な
？ 

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
く
な
っ
て
も
、
日
本
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
村
と
付
き
合
う
意
味
が

あ
る
の
か
な
と
思
う
け
ど
、
ど
う
？

下
田　
個
人
的
に
は
運
動
性
を
帯
び
た
Ｎ

Ｇ
Ｏ
活
動
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い
。

大
野　
弾
圧
さ
れ
て
い
る
か
ら
？

下
田　
そ
の
恐
怖
感
は
あ
る
と
思
う
。
政

治
的
な
提
言
を
す
る
こ
と
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

の
両
立
は
、
フ
ン
セ
ン
強
権
政
治
の
な
か

で
は
難
し
い
。
政
治
的
に
対
抗
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
活
動
を
見
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

大
野　
こ
の
ま
ま
行
く
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
農
村
社
会
は
ど
う
な
る
？ 

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
一
定
程
度
成
立
し
て
い
る
？

下
田　
世
帯
ご
と
に
状
況
が
異
な
る
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
分

裂
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
外
部
の
大
き
な
要

因
に
村
の
生
活
が
左
右
さ
れ
な
い
こ
と
を

目
指
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
業
の
最
後
の

数
年
間
を
活
動
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ

の
取
り
組
み
が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
、
コ

ロ
ナ
で
顕
著
に
出
た
。
都
市
が
コ
ロ
ナ
で

大
打
撃
を
受
け
て
も
、
農
村
で
地
道
に
農

業
を
続
け
て
い
た
人
は
影
響
が
少
な
い
。

ほ
と
ん
ど
前
と
同
じ
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
、
お
金
に
換
え
ら
れ
な

い
農
村
社
会
の
懐
の
深
さ
、
強
さ
、
し
な

や
か
さ
だ
と
思
う
。

大
村　
コ
ロ
ナ
を
機
に
出
稼
ぎ
か
ら
村
に

戻
っ
て
き
て
も
、
も
う
出
稼
ぎ
に
出
ず
村

で
農
を
中
心
と
す
る
暮
ら
し
を
選
択
す
る

人
も
事
業
地
に
は
結
構
い
た
。
コ
ロ
ナ
で

不
安
な
中
、
家
族
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
こ

と
、
出
稼
ぎ
と
違
い
自
分
の
意
志
で
好
き

な
時
間
で
働
い
て
、
暮
ら
し
を
作
れ
る
か

ら
と
い
う
声
が
多
い
。
積
極
的
に
農
村
に

残
る
と
決
め
る
人
が
も
っ
と
増
え
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
事
業
は
終
了
す
る
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
つ
な
が
り

続
け
る

大
野　
両
国
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
事
業
は
終
わ
る

が
、
今
後
は
ど
う
い
う
関
係
性
を
も
つ
？

松
尾　
日
本
の
仲
間
た
ち
や
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
の

関
わ
り
も
含
め
話
し
た
い
。
９５
年
、
タ
イ

で
都
市
部
と
農
村
部
の
貧
困
層
が
「
貧
民

連
合
」と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
た
。

こ
の
場
合
の
「
貧
民
」
と
は
、
上
か
ら
の

権
力
に
よ
り
貧
し
く
さ
れ
て
い
る
人
た
ち

の
こ
と
。
こ
う
い
っ
た
市
民
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に「
ア
ジ
ア
農
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」

（
注
５
）
等
の
日
本
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

結
ば
れ
る
中
で
、
地
場
の
市
場
つ
く
り
が

生
ま
れ
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
事
業
は
終
わ
っ
て
も
、
貧
民
連

合
な
ど
タ
イ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
つ
な
が

村内の定期市場で農産物やお惣菜の販売体験するイン
ターン13期生

◎注5…アジア農民交流センター（AFEC）　農民作家・山下惣一著「タマネギ畑で涙して」（農文協）の印税を基金とし、
1991年に設立した農民NGO。山下惣一/菅野芳秀共同代表。

［特  集］終了する事業から見るＪＶＣの歩み（ P A R T 2 ）
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る
の
は
大
き
い
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

な
か
で
、
日
本
の
若
者
を
現
地
に
連
れ
て

い
く
の
も
、
タ
イ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
若
者

を
日
本
に
連
れ
て
く
る
も
い
い
。
そ
う
い

う
形
で
継
続
す
る
意
味
が
あ
る
。

森
本　
タ
イ
の
イ
ン
タ
ー
ン
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
話
を
し
た
い
。
も
と
も
と
イ
ン
タ
ー

ン
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働
け
る
人
材
、
農
業
に

携
わ
る
人
を
育
成
す
る
目
的
も
あ
っ
た

が
、
実
際
に
は
、
農
業
と
か
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
枠

を
超
え
、
同
じ
よ
う
に
思
い
描
く
社
会
を

目
指
し
て
、
自
分
で
行
動
で
き
る
人
に
な

る
機
会
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
タ
イ
の
人
か
ら
学
ぶ
場
を
提

供
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け
ど
、
そ
の
な

か
で
、
今
度
は
タ
イ
の
人
た
ち
か
ら
「
日

本
の
こ
う
い
う
部
分
を
知
り
た
い
。
研
修

を
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
声
が
上
が
る
な

ど
、
互
い
の
も
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
あ

う
、
足
り
な
い
部
分
を
補
い
合
う
と
い
う

対
等
な
関
係
だ
っ
た
。

目
指
す
社
会
は
共
有
で
き
て
い
る
の

で
、
何
か
を
始
め
る
と
き
も
い
ち
い
ち
面

倒
な
説
明
は
い
ら
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ン
は
全
部
で
４７
人
に
な
る

が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
社
会
活
動
に
従
事
し
た

り
、
新
規
就
農
し
た
人
も
い
れ
ば
、
元
の

職
場
に
戻
る
人
も
い
た
。
共
通
し
て
い
る

の
は
、
ど
の
分
野
で
も
、
ど
ん
な
家
庭
状

況
で
も
、
自
分
の
立
ち
位
置
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
同
じ
社
会
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
。

そ
の
意
味
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
成
果

は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
Ｊ
Ｖ

Ｃ
事
業
と
い
う
形
が
な
く
な
っ
て
も
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
で
き
る
こ
と
。

大
村　
よ
く
岩
崎
駿
介
さ
ん
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
元

代
表
）の
と
こ
ろ
に
遊
び
に
行
っ
た
時
に
、

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
は
み
な
素
敵
で
尊
敬

で
き
る
け
ど
、
国
が
う
ま
く
機
能
し
て
い

な
い
」
と
話
し
た
ら
、「
い
つ
ま
で
そ
ん

な
こ
と
言
っ
て
ん
だ
」と
言
わ
れ
た
。「
国

が
ど
う
こ
う
言
う
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な

た
は
国
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
国
に
何
か

し
て
も
ら
う
と
思
わ
ず
に
、
国
な
ん
て
枠

は
外
し
て
自
分
た
ち
で
や
っ
て
い
く
し
か

な
い
ん
だ
よ
」
と
。
確
か
に
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
。

大
野　
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
こ
の

座
談
会
の
目
的
は
達
し
た
と
思
う
（
一

同
、
笑
）。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
形
で

関
わ
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
対

外
協
力
の
在
り
方
、
時
代
は
終
わ
っ
た
の

か
な
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、
も
う

国
家
は
取
り
除
い
て
、
脱
国
家
と
い
う

か
、
国
と
い
う
枠
を
抜
け
出
し
て
、
人
と

人
と
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
交
流

と
い
う
の
が
、
今
後
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
社
会
活

動
の
一
つ
の
形
に
な
る
気
が
す
る
。
だ
か

ら
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
わ
る

の
は
、
賢
明
に
時
代
を
見
て
い
る
な
と
。

最
後
に
、
今
、
ビ
ル
マ
の
若
者
を
中
心

と
し
た
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
へ
の
闘
い
を

心
配
し
て
い
る
が
、
タ
イ
で
も
若
い
人

た
ち
は
王
政
批
判
に
ま
で
運
動
が
及
び
、

ち
ょ
っ
と
前
な
ら
、
香
港
、
韓
国
や
台

湾
で
も
若
い
人
た
ち
の
動
き
が
あ
っ
た
。

今
、
歴
史
の
同
時
性
が
現
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
ど
う
思
う
？

下
田　
香
港
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
タ
イ
も
そ

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代

が
中
心
を
担
っ
て
き
て
い
る
。
今
、
１０
代

後
半
か
ら
２０
代
は
簡
単
に
海
外
の
情
報
を

得
る
し
、
簡
単
に
海
外
の
若
い
人
と
も
つ

な
が
る
デ
ジ
タ
ル・ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
世
代
。

こ
の
世
代
が
ど
ん
な
う
ね
り
を
起
こ
す
か

に
注
目
し
た
い
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
、
若
い
世
代
に
と
っ

て
ポ
ル
ポ
ト
の
話
は
歴
史
の
教
科
書
の
話

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
過
去
の
歴
史
を
背
負

い
す
ぎ
ず
、「
自
分
た
ち
の
国
は
こ
う
あ

り
た
い
」
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る

運
動
を
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
若
い
世
代
が
ど

う
展
開
す
る
か
は
注
目
し
た
い
が
、
何
よ

り
も
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
私
た
ち
が
ど
う

つ
な
が
っ
て
い
け
る
か
が
キ
ー
に
な
る
。

そ
こ
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

大
村　
今
後
も
各
国
で
い
ろ
い
ろ
な
運
動

が
起
き
る
だ
ろ
う
け
ど
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｊ
Ｖ

Ｃ
の
活
動
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
何
十
年
に
も
わ
た
り
作
っ
て
き
た
そ

の
積
み
重
ね
が
活
き
る
時
が
来
る
と
思
い

ま
す
。

大
野　
本
日
は
お
疲
れ
様
で
し
た
。
と
て

も
面
白
く
て
楽
し
か
っ
た
。

菜園の売上を貯めて20年ぶりに自転車を買いかえた女性。
今では毎日この愛車に乗って野菜を売り歩く。以前はご祝儀
が払えないため招待状を持ってくる人がいたら田んぼに隠
れていたが、今は隠れなくて済む、お祝いができると笑う
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2019年9月20日から11月2日
に開催されたラグビーワールドカッ
プ日本大会の期間である。
ラグビー観戦歴は40年以上にな

る。大学ラグビーの観戦から始ま
り、ケーブルテレビで国内や海外の
試合が見られるようになってから
は、シーズン中の週末などは1日2、
3試合を見続けている。ラグビー
ワールドカップも1987年の第1回
大会からテレビで観戦していた。当
時はそんな大会が日本で開催され、
さらに日本代表が決勝トーナメント
に勝ち上がる日が来るとは思っても
いなかった。

さて、2018年1月にスタートし
た熾烈なチケット争奪戦を経て、獲
得できたのは6試合。家族4人分（妻
と娘2人もラグビーファン）なので
代金が高額になり躊躇したが、「4
年に一度じゃない。一生に一度だ。」
という大会のキャッチコピーにまん
まとのせられ、ポチっと…
大会は期待以上のものだった。開

幕のロシア戦、静岡でのアイルラン
ド戦、台風一過のスコットランド戦、
観戦した日本代表のプール戦はどれ
も素晴らしい試合だった。決勝トー
ナメントの日本vs南アフリカ戦は
スポーツバーでの観戦となってし

まったが、その後の準決勝2試合と
決勝は生観戦。歓喜のラグビーワー
ルドカップ日本大会は南アフリカの
優勝で幕を閉じた。
それから1年以上が経過したが、

まだ時々思い出がよみがえってく
る。本当に楽しい日々だったと感
慨に耽っていたところ、先ごろ、
2023年フランス大会の日程と組み
合わせが発表された。居ても立って
も居られず、フランスの旅行ガイド
ブックを入手。現地観戦の計画を練
り始めるのであった。
さあ、行くぞ、フランス！

新型コロナウイルスの影響で約8
カ月つづいた一時帰国を終えて、ビ
エンチャンに降り立った昨年11月。
最初に待っていたのは、ホテルでの
2週間の隔離生活だった。フロント
にパスポートを預け、窓のない部屋
でひたすらリモートワークに勤しむ
日々。楽しみは三度の食事ぐらいで
ある。ただ、ホテルからは「いかな
る理由でも外出してはならない」な
どといかめしい言葉を伝えられてい
るため、持参したインスタント食品
を食べるか、ルームサービスを使う
しかない。はじめは久しぶりのラオ
ス料理を喜んでいたが、これも毎回

同じ味となれば事情は異なってく
る。
ホテルの食事に飽き始めた頃、妻

が「これ、試してみる？」と携帯の
画面を見せてくれた。日本でも自粛
生活の影響などでお馴染みとなった
フードデリバリーサービスの一つ
で、最近ラオスでも始まったらしい。
半信半疑で注文してみたところ、1
時間後には部屋にキムチチゲが届い
ていた。それ以降、ベトナム風春巻
に麻婆豆腐、タンドリーチキンと、
ホテルの食生活は一気に国際色豊か
になった。
晴れて隔離生活を終えて、活動地

のサワンナケートに戻った。メコン
河は悠々と流れ、街に漂う穏やかな
空気は相変わらずだ。ところがこ
こでも、至る所で例のフードデリバ
リーサービスの看板が店先に掲げら
れ、配達員が走り回っていた。こう
して、つかの間に街の景色は変わり、
時代は移り変わっていくのだろう。

夢のような44日間だった。
会員・支援者担当  横山 和夫

ラオス事業現地代表  岩田 健一郎

イラスト　かじの倫子

時代は変わる

サワンナケートの街中に掲げられたフードデリバリー
サービスの大きな看板と配達員

	 前回のT&E344号の「スタッフのひとりごと」で、山室良平の肩書を
「パレスチナ現地駐在員」としていましたが、正しくは「ラオス現地駐在員」でした。訂正してお詫び致します。

  お詫びと訂正
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こ
れ
ま
で
の
経
緯

タ
イ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、

１
９
８
０
年
～
９０
年
代
に
か
け
て
国
を
越

え
た
交
流
に
よ
り
有
機
農
業
の
理
念
や
哲

学
を
学
び
、
自
国
の
状
況
に
合
わ
せ
た
実

践
を
試
み
、
数
多
く
の
成
功
を
成
し
遂
げ

て
き
た
。
だ
が
２
０
０
０
年
代
、
タ
イ
は

国
際
援
助
の
対
象
か
ら
徐
々
に
外
れ
、
現

在
の
若
手
は
国
を
越
え
た
交
流
か
ら
学
ぶ

機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

一
方
で
、
タ
イ
の
有
機
農
家
は
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
確
実
に
増
え
、
生
産
面
で
も

種
類
、
質
、
量
と
も
安
定
し
て
き
て
い
る
。

た
だ
し
、
販
売
面
と
収
入
面
で
は
地
域
や

グ
ル
ー
プ
差
が
あ
り
、販
売
方
法
の
工
夫
、

後
継
者
育
成
と
い
っ
た
生
産
者
強
化
の
ほ

か
に
、
消
費
者
の
安
全
な
食
に
対
す
る
意

識
の
向
上
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
双
方
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
タ
イ
の
新
し
い
食
・
流
通
の

シ
ス
テ
ム
確
立
の
た
め
企
画
し
た
の
が
、

日
本
の
有
機
農
業
を
取
り
巻
く
食
・
流
通
・

教
育
を
学
ぶ
経
験
交
流
だ
っ
た
。

日
本
の 

有
機
農
業
実
践
家
と
の 

３
年
間
の
交
流

１６
、
１７
、
１８
年
と
３
年
に
わ
た
り
、
合

同
会
社
Ｐ
Ｌ
Ｃ
（
注
１
）
と
協
力
し
、
年

に
１
回
、
タ
イ
か
ら
若
手
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ

フ
や
活
動
家
を
招
聘
し
、
日
本
の
有
機
農

業
運
動
の
実
践
者
と
交
流
し
た
。

訪
問
し
た
ア
ジ
ア
学
院
、
生
活
ク
ラ
ブ

連
合
会
、あ
い
よ
農
場
、三
里
塚
ワ
ン
パ
ッ

ク
野
菜
、
埼
玉
県
小
川
町
、
山
形
県
長
井

市
、
山
形
県
白
鷹
町
は
日
本
で
の
先
駆
者

で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
タ
イ
が
長
年
の
活
動
を
通
し

て
協
働
し
て
き
た
仲
間
た
ち
だ
。

交
流
で
は
流
通
、
販
売
、
消
費
に
関
わ

る
関
係
者
の
実
践
と
想
い
に
焦
点
を
当
て

た
。
農
業
分
野
の
す
そ
野
は
広
く
、環
境
、

文
化
、
教
育
、
福
祉
と
の
繋
が
り
も
重
要

で
、
３
年
目
は
保
育
園
や
子
ど
も
食
堂
と

も
交
流
。
創
り
た
い
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
し
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
新
た
な

「
仲
間
」
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

タ
イ
国
内
で
始
ま
っ
た 

「
持
続
可
能
な
社
会
」 

つ
く
り

交
流
を
終
え
２
年
。
今
、
タ
イ
各
地
で

は
、
た
く
さ
ん
の
実
践
が
生
ま
れ
た
。

た
と
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
で
は
、
地
方
の

生
産
者
と
都
市
の
消
費
者
を
繋
ぐ
日
本
の

「
生
協
」
に
近
い
形
の
農
産
物
販
売
流
通

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｆ
ａ
ｒ
ｍ 

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。
南
タ

イ
の
ソ
ン
ク
ラ
ー
県
で
は
、
在
来
種
の
米

を
使
っ
た
米
粉
の
加
工
が
始
ま
っ
た
。
２０

年
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
困
窮
化
し
た
都
市
部
の
非

正
規
労
働
者
を
救
済
す
べ
く
、
交
流
参
加

者
が
中
心
と
な
り
、「
食
を
わ
け
る
・
命

を
わ
け
る
グ
ル
ー
プ
」が
立
ち
上
が
っ
た
。

タ
イ
で
生
ま
れ
た
実
践
は
、「
農
」
を

共
通
項
に
「
持
続
的
な
社
会
」
を
創
り
出

そ
う
と
す
る
国
を
越
え
た
意
志
で
結
ば
れ

て
い
る
。
そ
の
実
践
は
、
個
々
の
小
さ
な

「
ロ
ー
カ
ル
」
の
な
か
で
展
開
し
て
い
る
。

困
難
は
続
く
が
、国
を
越
え
た
学
び
が
ロ
ー

カ
ル
に
還
元
さ
れ
て
い
く
不
断
の
運
動
が

こ
の
先
も
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

［報  告］タイ事業最終報告

３年間の日本との交流から、
新たな実践が始まるタイ

JVCは1980年にタイのバンコクを拠点に創立した。以来、
40年間続いたタイ事業は、2021年3月で国別事業としては
終了した。ここでは、活動終盤の16年から3年連続で続けた、
タイのNGOリーダーたちと日本の有機農業実践者との交流
を報告する。その交流はその後、タイ国内での、生産者と消
費者とを繋ぐ運動を生み、非正規労働者への支援など「持続
可能な社会」つくりへと躍動している。

元 J V Cタイ事業担当
合同会社 P L C代表
下田  寛典

◎注1…合同会社ＰＬＣ。２０１９年設立。広くアジア圏での交流と学びあいを促進するために、経験交流、研修、スタディツアーなどの
企画・運営・サポートをする。体験を通して持続可能な社会をつくる担い手と、そのネットワークを構築することが目的。

   協力団体の合同会社ＰＬＣが、３年間の活動をまとめた冊子を制作した。ご興味ある方はこちらからどうぞ。  https://pnong.base.shop/
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テ
レ
ワ
ー
ク
が 

基
本
に
な
っ
た
が
…

「
ピ
ロ
ー
ン
」

チ
ャ
ッ
ト
の
通
知
音
が
鳴
る
。

「
来
週
木
曜
日
に
会
報
誌
発
送
の
準
備
が

あ
る
の
で
、事
務
所
出
勤
を
申
請
し
ま
す
」

事
務
所
出
勤
者
一
覧
で
、
来
週
木
曜
は

上
限
の
８
名
に
は
達
し
て
い
な
い
。
会
報

誌
封
入
・
発
送
作
業
は
テ
レ
ワ
ー
ク
で
代

替
で
き
な
い
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
承
認
し
ま

す
」と
同
じ
く
チ
ャ
ッ
ト
で
返
答
。
ふ
う
、

こ
れ
で
今
日
４
回
目
だ
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
下
に
お
い
て
は
、
海
外
現
場
に
お
け
る

活
動
や
駐
在
員
の
滞
在
と
渡
航
に
は
大
き

な
影
響
が
で
て
い
る
。

同
時
に
、
海
外
現
場
を
下
支
え
す
る
Ｊ

Ｖ
Ｃ
東
京
事
務
所
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
活
動
の
仕
方
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
特
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発

出
期
間
に
お
い
て
は
、「
事
務
所
で
の
業

務
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
」
と
き
以
外
は

自
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
奨
し
て
い

る
。
事
務
所
で
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
イ
ン
タ
ー
ン
さ
ん

の
受
入
も
残
念
だ
が
一
時
停
止
中
だ
。

先
は
見
え
な
い
が
、 

み
ん
な
で 

背
負
う
し
か
な
い

こ
う
し
た
運
用
体
制
を
、
昨
年
４
月
の

最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
の
時
か
ら
継
続
し

て
き
た
。
そ
れ
ま
で
事
務
所
で
行
っ
て
い

た
会
議
や
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
は
、
そ
の
多

く
が
オ
ン
ラ
イ
ン
／
テ
レ
ワ
ー
ク
に
切
り

替
わ
っ
て
い
る
。
事
務
所
に
あ
る
書
類
が

必
要
な
作
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
大
量
の

書
類
を
担
当
が
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
で
も

テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ

た
。
今
回
の
こ
と
に
関
す
る
各
種
対
応
を

ま
と
め
た
内
規
も
、
こ
れ
ま
で
何
度
訂
正

／
追
記
し
て
き
た
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
と
長

期
に
渡
る
運
用
が
、
今
後
ど
こ
に
ど
の
よ

う
に
影
響
し
て
く
る
か
は
、
正
直
ま
だ
わ

7月1日～
8月31日

9日
15日
30日
21日

26日

26日

7日

11日
29日

30日

6日

7日
25日
1日
13日

18日
19日

7日

11日

1月

2月

3月

4月

5月
6月

11月
12月

1月

2020年

2021年

中国政府、新型コロナウイルスの存在を発表
本国内での初の感染者確認
WHOが緊急事態宣言を発出
企画調整会議で対策を協議（この関連で1回目)
安倍首相、スポーツ・文化イベントについて、
中止・延期・規模縮小を要請
2/28～3/1の「南北コリアと本の
ともだち展」を延期（のちに中止）
ラオスから岩田が一時帰国
［11月まで再赴任できず］
WHOがパンデミック宣言を発出
カンボジアから大村が帰国［退避］
4/1以降すべてのボランティアの
受入を停止を決定・通知
東京事務所を一時閉鎖し、
原則全員がテレワークに（～5/31）
ラオスから山室が帰国［退避］
緊急事態宣言を発出（1都6県）
緊急事態宣言を解除
東京事務所の出勤制限の段階的解除を開始
会員総会をオンラインで開催
2月に中止した「南北コリアと日本の
ともだち展」をオンラインで開催
ラオスに岩田・山室が再赴任
カンボジアに大村が再赴任

緊急事態宣言発出（1都3県）（～3/21予定）
東京事務所のスタッフの在宅勤務を強く推奨。
電話対応を中止ボランティアなどの受入を停止

コロナ禍でのJVC活動年表
［海外］

［国内］

［WHO］

［JVC］

［国内］

［JVC］

［JVC］

［WHO］

［JVC］

［JVC］

［JVC］

［JVC］

［国内］

［国内］

［JVC］

［JVC］

［JVC］

［JVC］

［JVC］

［国内］

［JVC］

東
京
事
務
所

ロックダウン中のエルサレム旧市街（観光地）

事
務
局
次
長   

細
野 

純
也

先
の
見
え
ぬ
テ
レ
ワ
ー
ク

も
が
く
東
京
事
務
所

［報  告］コロナ禍でのＪＶＣの活動報告

できなくなったこと、
始めたこと、そして課題

ＪＶＣの活動は常に現場で相手に寄り添うのが基本。コロナ禍
の今、いかにそれを実現するかは頭の痛いテーマだ。本号で
は、パレスチナ（エルサレム）とラオスの事業地から、そして東
京事務所からも山盛りの課題と展望を報告する。
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か
ら
な
い
。
目
の
前
に
相
手
が
い
な
い

分
、す
ぐ
に
通
話
を
つ
な
げ
て
い
い
の
か
、

メ
ー
ル
で
長
々
と
書
く
べ
き
か
。
ち
ょ
っ

と
し
た
会
話
や
と
も
に
食
事
も
で
き
な
い

状
況
で
、人
間
関
係
は
ど
う
な
る
の
か（
特

に
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
や
イ
ン
タ
ー
ン
）、

組
織
と
し
て
の
「
一
体
感
」
は
保
て
る
も

の
か（
そ
も
そ
も
一
体
感
と
は
？
）、な
ど
。

し
か
し
、
だ
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
紹
介
ビ

デ
オ
で
は
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
々
に
寄
り
添
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
」
と
伝
え
て
き
た
。
今
は
、
そ
の
「
困

難
」
の
一
部
を
「
と
も
に
」
背
負
っ
て
い

る
の
だ
。
東
京
事
務
所
も
会
員
の
み
な
さ

ん
も
「
い
つ
も
よ
り
」
当
事
者
で
す
ね
、

背
負
い
ま
し
ょ
う
、
一
緒
に
。

よ
り
困
難
な
状
況
下
へ
、 

今
だ
か
ら
こ
そ
行
く

「
予
定
通
り
、１２
月
２２
日
に
出
発
し
ま
す
」

現
地
の
感
染
状
況
や
行
動
規
制
な
ど
の

情
報
を
も
と
に
議
論
を
重
ね
て
い
た
が
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
し
ば
ら
く
は

渡
航
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
と
判

断
。
移
動
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
に
は
十
分

配
慮
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
困
難

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の

人
た
ち
を
支
援
す
る
と
い
う
使
命
を
負
っ

て
渡
航
し
た
。

こ
の
頃
、
現
地
は
３
回
目
の
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
中
で
行
動
や
経
済
活
動
に
大
き
な
制

約
が
あ
っ
た
が
、
通
院
、
１
ｋ
ｍ
圏
内
で

の
食
料
や
薬
の
購
入
の
ほ
か
、
デ
モ
へ
の

参
加
が
許
可
さ
れ
て
い
る
の
に
は
驚
い

た
。

赴
任
直
後
は
２
週
間
の
自
主
隔
離
を

経
て
、
晴
れ
て
東
エ
ル
サ
レ
ム
・
ア
ッ

ト
ゥ
ー
リ
地
区
に
あ
る
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー

団
体
「
Ａ
Ｗ
Ｃ
）（A

l-Thouri Silw
an 

W
om

en's C
enter

）
を
訪
問
。
そ
れ
ま

で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打
合
せ
を
進
め
て
き
た

が
、よ
う
や
く
対
面
で
き
お
互
い
笑
顔
に
。

遠
隔
で
も
話
は
で
き
る
が
、
最
も
大
事
な

信
頼
関
係
の
構
築
に
は
、
直
接
会
っ
て
お

互
い
の
表
情
や
し
ぐ
さ
を
見
て
頻
繁
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
雑
談
を
し
た
り
朝

食
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
り
と
、
同
じ
空

間
・
時
間
・
体
験
を
通
じ
て
、
団
体
は
異

な
る
が
共
に
活
動
す
る
仲
間
と
し
て
の
つ

な
が
り
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
気
が
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
困
難
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
余
計
に
そ
う
思
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
。目

指
す
は
、コ
ロ
ナ
禍
と 

保
守
的
社
会
の
な
か
で
の 

女
性
の
社
会
参
画

２
月
開
始
の
新
事
業
に
関
し
て
、
パ
レ

ス
チ
ナ
人
女
性
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

の
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
ど
の
話
に

も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

や
そ
れ
に
伴
う
政
府
の
規
制
次
第
」
と
い

う
条
件
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
い
の
が
歯
が

ゆ
い
。
ま
た
、
保
守
的
な
部
族
社
会
ゆ
え

に
、
女
性
が
家
族
（
主
に
夫
）
の
許
可
な

き
外
出
が
難
し
い
と
い
う
従
来
の
課
題
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
た
ち
が
さ
ら
に

外
出
を
控
え
る
な
か
、
女
性
た
ち
の
参
加

や
男
性
た
ち
の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
促
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

じ
つ
は
進
ん
で
い
な
い 

パ
レ
ス
チ
ナ
人
へ
の 

ワ
ク
チ
ン
接
種

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
高

さ
（
１
回
目
の
摂
取
で
５０
％
以
上
）
は
日

パ
レ
ス
チ
ナ
事
務
所

エルサレム市。AWCスタッフとの朝食。左端が著者

エルサレム市。コロナワクチン接種会場の待合スペース

パ
レ
ス
チ
ナ
事
業 

現
地
代
表   

木
村 

万
里
子

コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
厳
し
く
な
る

パ
レ
ス
チ
ナ
社
会
の
現
状

［報  告］コロナ禍でのＪＶＣの活動報告
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本
で
も
話
題
に
な
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル

は
占
領
地
住
民
の
健
康
問
題
に
責
任
が
あ

る
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
）
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
占
領
下
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
へ
の
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
は
進
ん
で
い
な
い
。
２
月
９

日
の
現
地
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
１９
％
に
過

ぎ
な
い
。
東
エ
ル
サ
レ
ム
の
パ
レ
ス
チ
ナ

人
は
ワ
ク
チ
ン
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
も

の
の
、
集
合
人
数
等
の
制
限
な
ど
活
動
へ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
し
ば
ら
く
は
状

況
を
見
な
が
ら
、
そ
の
時
々
の
最
善
策
を

仲
間
と
と
も
に
検
討
し
、
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

自
給
生
活
は
強
い

ラ
オ
ス
で
は
昨
年
３
月
末
、
初
め
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ

れ
、
３
月
１
日
現
在
、
４５
名
の
感
染
が
発

表
さ
れ
た
。
昨
年
３
月
末
か
ら
３
カ
月
ほ

ど
い
わ
ゆ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
措
置
が
取

ら
れ
、
生
活
必
需
品
の
調
達
な
ど
を
除
く

外
出
禁
止
や
集
会
の
禁
止
、
輸
出
入
を
含

む
国
外
と
の
行
き
来
な
ど
が
制
限
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
規
制
緩
和
に
伴
っ
て
Ｊ
Ｖ

Ｃ
は
活
動
を
再
開
し
て
い
る
。

近
隣
国
に
比
し
て
感
染
例
は
少
な
く
感

染
拡
大
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
活
動
地
で
の
感
染
も
報
告
さ
れ
て
い

な
い
。
あ
る
活
動
村
の
村
長
ト
ム
テ
ィ
ッ

プ
氏
は
こ
う
語
る
。

「
外
出
制
限
期
間
中
は
村
外
へ
の
行
き

来
、
結
婚
式
な
ど
人
が
集
ま
る
行
事
を
自

粛
し
て
い
た
。
近
く
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
加
工

工
場
は
操
業
停
止
で
買
い
付
け
が
止
ま
っ

た
。
そ
れ
で
も
販
売
用
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
を

つ
く
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
、
あ
ま
り
影

響
は
な
か
っ
た
。
主
食
の
コ
メ
を
み
ん
な

自
分
で
つ
く
っ
て
い
る
か
ら
外
か
ら
買
わ

な
く
て
も
い
い
。
村
か
ら
数
十
人
が
出
稼

ぎ
に
出
て
い
る
が
十
数
人
が
戻
っ
て
き

た
。
自
分
の
子
ど
も
も
ひ
と
り
バ
ン
コ
ク

か
ら
国
境
が
封
鎖
さ
れ
る
前
に
帰
っ
て
き

た
。
国
境
が
開
け
ば
ま
た
行
く
が
、
家
を

建
て
る
た
め
の
金
が
貯
ま
っ
た
ら
帰
っ
て

農
業
を
す
る
予
定
だ
」

活
動
地
の
う
ち
、
比
較
的
出
稼
ぎ
に
行

く
人
が
多
い
こ
の
村
だ
が
、
影
響
は
大
き

く
な
さ
そ
う
だ
。
農
村
部
の
多
く
で
は
未

だ
食
料
自
給
度
の
高
い
暮
ら
し
が
営
ま

れ
、
外
部
か
ら
食
料
が
入
っ
て
こ
な
く
て

も
大
き
な
混
乱
は
起
き
て
い
な
い
よ
う

だ
。コ

ロ
ナ
禍
を
背
景
に
す
る 

大
規
模
開
発
に
脅
か
さ
れ
る 

農
村
生
活

一
方
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
間
接

的
な
影
響
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。

外
出
制
限
が
解
か
れ
た
後
も
輸
出
入
制

限
は
続
き
、
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
一
時
停
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
、
金
融

の
信
用
状
態
に
関
す
る
あ
る
格
付
け
で
は

ラ
オ
ス
政
府
は
債
務
危
機
状
態
だ
と
い
う

報
道
も
あ
る
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、

水
力
発
電
ダ
ム
建
設
な
ど
の
大
規
模
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
層
進
む
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

ラ
オ
ス
で
は
、
か
ね
て
よ
り
大
規
模
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
経
済
成
長
を
支
え
る

一
方
で
、
こ
れ
ら
に
伴
う
自
然
環
境
の
破

壊
、
地
域
住
民
に
対
す
る
補
償
の
な
い
土

地
の
収
用
な
ど
が
生
じ
、
自
然
の
恵
み
に

支
え
ら
れ
た
農
村
の
人
々
の
く
ら
し
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
今
後
大
規
模

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
無
理
に
進
め
ら
れ

る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
負
の
影
響
が
拡
大

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

ラ
オ
ス
事
業
は
農
村
部
に
暮
ら
す
人
々

が
自
分
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
村
の
周
り

の
自
然
資
源
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
村
人
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
て
く
る
の
か
を

注
視
し
つ
つ
、
人
々
の
安
心
で
き
る
暮
ら

し
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
。

ラ
オ
ス
事
務
所

ラオス。マスク着用で行われた村でのラタン栽培研修の
様子。ノースリーブを着ているのがトムティップ氏

ラ
オ
ス
現
地
駐
在
員   

山
室 

良
平

コ
ロ
ナ
禍
で
も
悠
然
た
る
地

域
社
会
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

加
速
す
る
開
発



南アフリカ

スーダン

パレスチナ

イラク

国内活動

コリア
ラオス

カンボジア

アフガニスタン

南スーダン
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ラオス

カンボジア

農業・農村開発／土地森林保全事業／
洪水被害支援（サワンナケート県）

農村における生業改善支援

12月以降、家畜の健康管理の活動
として5村でワクチン接種を行い、2
村で飼料用牧草栽培の活動として稲わ
らを水に漬けて富栄養する手法の研修
を行った。また、3村で発芽したラタ
ンの芽を適度な暗所で保管するための
研修を行い、1村でキノコの栽培小屋
をつくった上で、菌床づくりと保管、
収穫などの手法についての研修を行っ
た。
一方、自然資源管理の活動として、
12月以降、5村でGPS測定した村境
を含む村の地図を示す大型看板を設置
した。また、タスクチームのメンバー
として作成に携わってきた法律意識啓
発カレンダー2021年版のサワンナ

ケートでの発表会議を開催した。その
後、カレンダーを用いた法律研修を行
政官向けに1回行い、12人の参加を
得た。その上で1月に行政官とともに
村人向けにカレンダーを用いた法律研
修を10村で行い、土地や自然資源に
関する権利などについて村人計615
人に伝えた。また、1月に地域の自然
資源を保全し、持続的に利用していく
ための仕組みとして、コミュニティー
林の設置式典を1村で、魚保護地区の
設置式典を2村で開催した。あわせて
自然資源の管理、利用に関連した法令
についての研修を3村で行い、242人
の参加を得た。また、3村について村
の地図や人口、歴史などこれまで得て

きたデータを冊子としてまとめ、配布
した。
なお、2021年に終了する予定の上

記現行プロジェクトに続いて、自然資
源管理を中心とした新規プロジェクト
の立案準備として、候補地となる各地
域や近しい活動の経験について、関連
団体からの聞き取りなどの調査を進め
た。（山室）

3月末での事業終了に向けて活動の
フォローアップやプロジェクト評価、
行政手続きなどを並行して進めてい
る。2月23日にはオンラインツアー
を実施し、日本から20名弱の参加者
があった。直接交流が難しい中ではあ
るが、画面越しに情報交換を実施する
など、お互いにとって貴重な学びの時
間となった。
◎フォローアップ：ドライハーブの出
荷が順調。ショウガやターメリック、
千日紅などの注文が継続的に入り、一
度の取引で100ドル以上の収入につ
ながっているケースも。プロジェクト
終了後も滞りなく取引を続けられるよ
う、買取先と住民間の受/発注体制や

出荷方法などの最終整備を行ってい
る。また、これまで農業研修に参加し
た住民やモデル農家の家庭菜園も順調
で、収穫した野菜を近隣に販売したり、
仲買人に卸したり、住民それぞれが工
夫をしながら収入につなげている。そ
のほか、住民同士の村を越えた交流会
を実施し、学びあいの機会を設けてい
る。
◎評価：2月末～ 3月上旬にかけて、
東京から事業担当の下田がカンボジ
アに滞在し、2018年4月～現在まで
の2年間のプロジェクト評価を実施し
た。
◎行政関連：1月末まで累計500人
弱であったコロナ感染者が、2月20

日に起きたクラスターをきっかけに、
3月10日現在1,000人を越え倍増、
3月11日には初の死者が出るなど、
国内の緊張が高まっている。集会や州
を越えた移動の一部規制が発生してお
り、事業終了に伴う手続きにも遅れが
生じる見込み。
◎その他：約40年の事業の軌跡と成
果をまとめた映像を有志で制作予定。
カンパを集めている。同封のチラシを
ご確認のうえ、応援よろしくお願いし
ます！（大村）

12月後半 ～ 3月前半

コミュニティー林設置式典での集合写真

住民だけで首都にハーブを出荷。
滞りなく取引ができるよう、まとめの研修を重ねている

J VCは現在、10の国・地域で活動しています。
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親がいないなど厳しい家庭環境下におかれた子ども（以下、
OVC）に対し、住民たちが適切なケアサポートを提供でき
る地域づくりを目指し、1村で、OVCが通う「子どもケアセ
ンター」との協働事業を行っています。センターは村の住民
でもある「ケアボランティア（約10名）」が運営し、約130
名のOVCが通っています。
南アフリカでは、2020年3月下旬から新型コロナウイル
スの感染拡大を受けて、学校とセンターが閉鎖されました。
2021年3月現在も学校は一部再開したものの、センターは
閉鎖中です。OVCの多くが学校やセンターの給食を一日の
主な食事としており、この間の食べることすらままならない
現状を解消するため、12月と2月にも緊急食料支援を実施
しました。また自分たちで食料調達できる技術を身に着ける
ため、各OVCの自宅の敷地での菜園づくり研修を開始。こ
れを継続しています。大人であるケアボランティアはセン
ターで集まることが許可されたため、4月からケアに関する
研修を開始する予定で、現在準備を進めています。

（渡辺）

◎紛争による被災民の支援（スーダン・南コルドファン）：
非就学児童のための補習学級支援は、修了試験を受けた387
人のうち90%以上が合格し、ほとんどの修了者が正規の学
校へ編入した。継続的な就学を目指しモニタリングを行って
いる。また、1月より昨年と同じ5地区で新たな生徒約400
人を受け入れて、補習学級を開始している。
帰還が進んでいる地域での活動は、井戸の掘削1基が完了。
乾季の菜園作り研修を2集落で実施した。農具やモロヘイヤ
などの種子を配布し、一部の野菜の収穫が始まっている。
◎難民キャンプでのスーダン難民支援（南スーダン・イーダ）：
幼稚園はコロナ対策により休園しているが、2月初旬から住
民のイニシアチブにより3～ 15歳への教育活動が開始され
ている。教育委員会も協力し、現在、6カ所においてスポーツ、
工作の学習などに取り組んでいる。3月末迄に10カ所に拡
大予定。また4月の幼稚園再開に向け、教室の補修や地域住
民への呼びかけも始まっている。
保護が必要な児童の就学支援については、4月の学校再開

を前に、補習授業や課外活動を継続している。（小林）

南 アフリカ スーダン・南スーダン
子どもケアセンターの
運営支援

紛争による被災民の支援
（スーダン）／スーダン難民
支援（南スーダン）

◎『南北コリアと日本のともだち展』：南北朝鮮、中国、日本
そして在日コリアンの子どもたちの絵画とメッセージで構成
される「ともだち展」。12月19日～ 21日に埼玉県浦和市
で「第18回さいたま展」、2月26日～ 28日には大阪市天王
寺区で「第10回おおさか展」が開催された。さいたま展で
は東京事務局によるギャラリートークは中止になりつつも、
少人数で共同制作ワークショップを行ない、おおさか展では、
会場でのトークイベントをオンラインで配信するなど、いず
れも新型コロナウイルス感染防止策を講じながらの実施と
なった。
◎「東北アジア大学生平和交流プログラム」：今年は新型コ
ロナウイルスの影響により、交流を断念し、国内での勉強会
をメインに実施している。1月15日には、朝鮮戦争をテー
マにした第4回勉強会を実施した。事前資料として、朝鮮戦
争が描かれた指定映画を視聴。「日本が朝鮮戦争にどう関わっ
ていたのか」を講師に解説してもらいながら、質疑応答も通
して「戦後日本のありかた」「日本人として何ができるか」を
考える機会となった。（宮西）

アフガニスタン政府とタリバン間の和平交渉が開始された
が難航し、それに伴い情勢が悪化、毎日のように事件が起き、
人々の日常生活にも支障をきたしている。YVOのスタッフ
も、いつ何が起こるか分からない状況に不安を覚えながら活
動を続けている。
こうした中、活動自体は計画通りに進められている。生徒

たちは第一言語であるパシュトゥ語の文字を覚え、読み書き
の能力も少しずつ上達している。
12月末から1月にかけて、各村でこれまでの修了者と新

規生徒との交流活動を行った。生徒たちの家族を含め、交流
会に参加した村人たちにはもっと学びたいと表明する人が多
く、より高いレベル（advanced literacy）や、新規の教室
の設置に対する要請がYVOに寄せられている。
交流では他にも、修了者や現参加者たちからさまざまな

声を聞くことができた。これらは現在、活動終了に向けて
YVOと共に行っている最終評価に活かしていく。

（ガムラ）

コリア アフガニスタン

絵画交流『南北コリアと日
本のともだち展』／大学生
平和交流プログラム

平和活動／識字教育
（ナンガルハル県）

約１年ぶりに幼稚園児、教員、保護者
が園に集まり、歌や踊り、お喋りを楽し
むことができた(イーダ)

センターに通う子どもに対する食料
支援を継続

コロナがなくなった後の世界を思い描
いたり、人類・地球までも思いやる優
しい絵が集まったおおさか展

教室でグループワークする生徒たち
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活動終了に向け、「ピースヤード（平和のひろば）」の活動
をふりかえる会議を現地でINSANが実施。①子どもたちが
平和・寛容・共生などについて知識を得て、それぞれの家族
や友人に話すことで地域社会に広めている、②卒業生の多く
が家庭・友人間・学校などで平和共生を提起する活動に参加
している、③母親たちを中心とする女性たちも民族の壁を越
えて新たな交友関係を築き、共生や平和づくりのため対話・
受容などについて話し合いを始めているなどの、さまざまな
成果が明らかになった。
また、過去5年間の参加者のうち、当時心理的な問題を抱
えていた子どもたちを再訪したところ、多くの場合回復して
通常の生活に戻っていることが分かった。中にはさらに経過
観察が必要なケースもあり、長期的なサポートが必要とされ
る。
JVC側でも活動の振り返りを進め、一定の成果を認めつ
つ、資金・人員の不足、活動の成果の見えにくさ、遠隔によ
る実施の難しさなどが課題として挙がった。これらの課題と
成果をまとめた報告書を作成した。（中野）

◎女性の生計向上とエンパワメント事業（東エルサレム）：
女性支援を行う東エルサレムの現地協力団体（AWC：Al 
Thuri Silwan Women's Center）と連携し、パレスチナ
の女性の生計向上とエンパワメント（能力や自律強化）を目
的とした事業を2月1日より開始。人権や事業マネジメント
などの研修、洋裁やパン作りなどの技術訓練を行う講師と研
修参加者を募集し、AWCと頻繁に打合せを重ねながら本格
的に活動を進めている。外務省のNGO向け資金により本事
業を実施。
◎子どもの栄養失調予防と改善支援（ガザ）：パートナー団
体のAEI（「人間の大地」）は、新型コロナウイルスへの感染
状況に応じて頻繁に変わる規制に柔軟に対応しながら、活動
を継続中。規制により家庭訪問先を深刻なケースのみに制限
しているが、CBO（コミュニティセンター）では12月～ 2
月末までの間に569人の子どもが健診を受け、150の特に
厳しい状況の家庭が栄養価の高い食料パッケージを受け取っ
た。啓発セッションも少人数で21回開催した。

（木村・山村）

イラク パレスチナ

ピースヤード「平和のひろ
ば」実施による子どもたち
の支援

東エルサレムの女性と
ガザの子どもたちへの支援

◎ナカラ回廊開発関連：アフリカ・モザンビーク北部で行わ
れている同回廊開発では、資源開発やインフラ整備に伴い環
境・生業破壊、住民の強制移転などの被害・人権侵害が確認
されているが、JBICから事業主体の日本企業に巨額の融資
が行われている。これについて3月5日に財務省NGO定期
協議で議題提案し、財務省およびJBICと議論を行った。
◎ビルマ／ミャンマー：昨年5月以降「ビジネスと人権」の
観点から、国軍とのつながりを持つ現地企業との提携解消を
求め、日本企業に対する働きかけを行ってきた。関連して2
月に、日本企業が進出、JBICが融資する不動産事業「Y-Co
mplex」について、国軍が所有する土地で行われ、借地料が
国軍に支払われるなどの問題を孕んでいることから、他の
NGOとともに「国連のビジネスと人権ワーキンググループ」
に申し立てを行った。また、2月1日に起きたクーデターを
受けて他団体とともに共同書簡を外務省に提出。また他団体
の要請書に賛同し、日本政府の現地状況に対する迅速な対応
を求めている。2月18日には、関連のウェビナーを共催した。

（渡辺）

2度目の緊急事態宣言の発出を受けて、再び東京事務所へ
の出勤やボランティアさんの受け入れ制限を強めている。今
年度からパルシステム東京様のご支援による物品支援の受け
入れが1月下旬から始まっており、その整理を進めている。
「JVC国際協力カレンダー」と「スマイル年賀状」の販売が
ほぼ終了。ジャーナリストの堀潤氏によるJVC活動地の写
真を使ったカレンダーとし、オンラインイベントやSNSで
の告知キャンペーンも実施したが、売上目標には至らなかっ
た（壁掛：目標8,500部→6,571部、卓上：同2,900部
→2,453部）。特に、企業名を印刷して頒布用にしてもらう
「名入れカレンダー」に関して、新型コロナウイルスの影響で
経営状況の悪化が懸念された旅行業界からの失注が複数件
あった。
11月下旬から開始した「冬の募金キャンペーン」では、目
標1,050万円（使途指定なし分）のところ約975万円（追加
で使途指定ありで約102万円）のご支援をいただいた。ま
た、3月上旬から「春の募金キャンペーン」も開始している（目
標200万円）。（細野）

調査研究 国内活動
外務省・JICAとの政策協議
／各種提言

日本国内での活動資金調達
／事務局運営など

現地パートナー団体AWCスタッフと
（左から2番目：木村、真ん中：山村）

今年度のピースヤードのようす。協力
して「ピースツリー（平和の木）」をつ
くるアクティビティ

パルシステム東京様の組合員の皆さま
から送られてきた物品支援の封筒。こ
のあと職員で一気に開封＆整理しました

◎注1…名入れ：カレンダーの下に企業団体名を入れる注文。1社あたりの数量が多いため売上げへの影響が大きい。
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よ
う
に
見
え
て

イ
メ
ー
ジ
に
近
い
言
葉
だ
。
使
い
方
に

よ
っ
て
は
誤
っ
た
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
決

め
つ
け
や
、思
い
込
み
を
誘
う
。
一
方
で
、

小
さ
な
主
語
は
個
別
具
体
的
だ
。
カ
レ
ン

ダ
ー
の
写
真
一
枚
一
枚
は
、
そ
う
し
た
小

さ
な
主
語
の
積
み
重
ね
で
も
あ
る
。
互
い

の
尊
厳
を
認
め
合
う
と
い
う
行
為
は
一
朝

一
夕
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
長
い
時

間
を
か
け
て
関
わ
り
続
け
る
必
要
も
あ

る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
に
賛
同
し
、
同
行
を

続
け
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
駐
在
員
や

関
わ
る
職
員
た
ち
が
、
小
さ
な
主
語
を
大

切
に
す
る
現
場
に
共
感
を
覚
え
た
。
励
み

に
も
な
っ
た
。」

「
こ
の
１
年
は
手
を
握
り
合
い
肩
を
抱
き

し
め
る
こ
と
も
随
分
遠
い
も
の
に
感
じ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
近
づ
く
こ
と
さ
え

で
き
な
か
っ
た
辛
さ
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
私
は
、
お
も
う
。
あ
な
た
を
、
お

も
う
。」

販
売
の
報
告

昨
年
度
の
売
上
は
約
１
８
６
０
万
円

（
３
月
上
旬
時
点
）
と
な
り
ま
し
た
（
昨

年
比
１
９
０
万
円
減
）。
売
上
の
ピ
ー
ク

は
２
０
０
７
年
度
の
約
３
６
８
０
万
円

で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
業
界
全
体
の
縮
小
に
よ

り
年
平
均
１
４
０
万
円
の
減
少
傾
向
で

す
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
新
規
営
業
は
で
き
ず
、
取
引
企
業
の
状

況
は
厳
し
く
名
入
れ
（
注
１
）
は
大
き
く

落
ち
込
み
ま
し
た
。
発
送
は
３
年
前
か
ら

外
部
委
託
し
て
い
た
た
め
無
事
に
お
届
け

で
き
ま
し
た
。

［報  告］2 0 2 0年度カレンダー販売

新しい挑戦を今も続ける
国際協力カレンダー

1986年度にアフリカの飢餓対策の一環でユニセフやＵＮＨＣ
Ｒと共同でカレンダーを作成したことをきっかけに始まったＪＶ
Ｃ国際協力カレンダー。34年目の2020年度はどんな試行錯
誤があったのか紹介する。

収益事業担当
伊藤  圭

◎注1…名入れ：カレンダーの下に企業団体名を入れる注文。1社あたりの数量が多いため売上げへの影響が大きい。

販売実績（3月8日現在）

壁掛け

名入れ

卓 上

ポストカード

年賀状

送 料

その他売上

9,932,016

1,560,100

3,048,286

705,240

458,000

2,858,050

63,005

6,630

1,335

2,470

1,196

916

88%

68%

104%

107%

111%

98%

61%

合 計 18,624,697 91%

売上（円） 販売部数 昨年比
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JVC ALL STAFF

フィリップ・マルレケ
家族全員がコロナに感染せずに
2020年を過ごせたこと。

ドゥドゥジレ・ンカビンデ
コロナ感染拡大によるロックダウンを経て
10カ月後にようやく家族に会えた瞬間！

モーゼス・シャバニ
2020年の最高の思い出は・・
娘を授かったことです！

イサム・アンドー
（プログラムコーディネーター）
妻と2人の娘が難民キャンプを離れ、
スーダンの首都ハルツームでの
新生活を始めたこと。

南スーダン事務所南アフリカ事務所

左から：モーゼス、ドゥドゥジレ、フィリップ

今井 高樹（代表理事）
海外に1度も行けなかったこと。
これからの人生でこの年だけに
なるかも（笑）

清水 俊弘（副代表）
息子たちが同じ市内にカフェを
オープン。客が減ったのはコロ
ナではないようだ(^^;

伊藤 解子（事務局長）
DXを体感。K-popを通じて国
境を越え世界の人々と同じ気持
ちでつながった。

細野 純也（事務局次長）
年の初めに1年間の勉強計画を
立てたのだが、コロナ禍やらな
んやらで挫折。今年こそ！

大澤 みずほ
（パレスチナ事業担当）
河原でマスクをしてのバーベ
キュー。コロナ禍ならではの不
思議なバーベキューでした。

木村 茂
（広報・収益事業担当）
観光客まばらな日光東照宮を
久々に再訪し、その奥深さを知っ
たこと。　

小林 麗子（スーダン・
南スーダン事業担当）
釣りに行くようになり釣りの楽し
さを知った。魚のさばき方も習
得中。

中原 和江（経理担当）
いくつかの辛い別れもありまし
たが、家で過ごす楽しさを改め
て発見できたことです。

仁茂田 芳枝（広報担当）
人生初の妊娠です。4月下旬
が予定日で、我が子に無事会え
る日を待ち望んでいます（産休
中）。

宮西 有紀
（コリア事業担当/労務担当）
真面目に韓国語を勉強したら、
“推し”の言葉がだんだん聞き
取れるようになったこと。

横山 和夫
（会員・支援者担当）
上高地から涸沢へ登山。台風一
過のはずが土砂降りのテント泊、
紅葉には早すぎた（泣）

渡辺 直子
（海外事業グループマネージャー
/南アフリカ事業担当）
本誌40周年記念号で憧れの星
野昌子さんと対談させていただ
いたこと。一生の宝です。

稲見 由美子（経理担当）
息子らが試験にパスし、大晦日
に家族５人で日帰り登山できたこ
と。

並木 麻衣
（広報/ファンドレイジング
グループマネージャー）　
3度目の出産。帝王切開手術で
麻酔があまり効かず、野戦病院
を想像して耐えました。

最上段左から：今井、木村、大澤、渡辺　2段目左から：伊藤、宮西、横山、中原　3段目左から：仁茂田、小林

左上：清水　右上：稲見、
左下：細野　右下：並木

東京事務所

世界中で活動しているJVCの全スタッフからのメッセージ
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岩田 健一郎（現地代表）
気仙沼でともに活動した仲間と、
完成した気仙沼大島大橋を歩いて渡ったこと。

山室 良平（現地駐在員）
ラオス北部シェンクワン県で温泉に入ったこと。

フンパン・センチャントン
（プロジェクトコーディネーター）
息子が就職したこと。

ホンパソン・タンマウォン（運転手）
初孫ができたこと。

ピンマソン・サイシヘン（会計）
事務所も含めて身近にコロナ感染例がなく
かなり普段通りに過ごし仕事ができたこと。

キノ・カンタマリー
（フィールドオフィサー）
ラオス南部をバックパック形式で旅行したこと。

ラオス事務所

大村 真理子（現地代表）
事業終了。スタッフや村の皆さんとのご縁を、
これからも大切にしていきたい。

モナ・ハッサン（現地代表代行）
ロックダウンで職を失った近所の女性
に数日間食料支援したけど、限界を感
じたこと。

山本 恭之（現地駐在員）
超絶かわいい姪っ子が産まれた！
おめでとう、兄夫婦！

今中 航（現地駐在員）
ロックダウンで外出先が限られた期間
に、近所の人たちとの仲が深まった。

イスマイル・ゴマ
（チームリーダー）
伯母がエジプトで火事に遭って亡くなっ
たので、とても悲しい年だった。

モナ・イブラヒム
（フィールドオフィサー）
母、姉、叔父、伯母が亡くなり、悲しい
一年だった。

サラ・モゴ（フィールドオフィサー）
仲の良い友だちが次々に結婚したので、
たくさん結婚式に参加したこと。

アフマド・アルハーディ
（フィールドオフィサー）
カドグリの治安が悪化したため、母親を
含む家族が他州に引っ越したこと。

アフマド・アダム
（フィールドオフィサー）
新しい命を授かった。しかしスーダン
の経済が崩壊して安定した暮らしを失っ
てしまった。

木村 万里子（現地代表）
母のスマホデビュー。
海外でも気軽に連絡でき嬉しいが、
たまに意味不明なスタンプが笑。

山村 順子（現地調整員）
急性虫垂炎でイスラエルの病院に
一週間入院したこと。
誤診からの救急車でした。

エルサレム事務所カンボジア事務所

スーダン事務所（ハルツーム・カドグリ）

左から2人目 左：山村、右：木村

前列左から：ホンパソン、ピンマソン、キノ　後列左から：フンパン、岩田、山室

左から：今中、山本、モナ

左から：サラ、モナイブラヒム、アフマド、イスマイル

ハルツーム事務所

カドグリ事務所
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モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
農
民
の

言
葉
の
深
み

プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
に
対
す
る
提
言
活
動
に
長
ら

く
接
し
て
き
て
、
改
め
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
に
関
す

る
多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
こ

の
紙
面
で
も
そ
の
都
度
、
気
づ
か
さ
れ
、
考
え

た
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、や
は
り
、

一
番
の
学
び
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農
民
の
言
葉

や
行
動
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

今
で
も
真
っ
先
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、

２
０
１
６
年
１１
月
２８
日
に
参
議
院
会
館
で
行
わ

れ
た
院
内
集
会
の
た
め
に
来
日
し
た
農
民
た
ち

が
、
日
本
の
外
務
省
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
担
当
者
と
直

接
顔
を
合
わ
せ
た
時
に
発
し
た
言
葉
だ
。

こ
の
時
の
院
内
集
会
は
、
直
前
に
も
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
政
府
が
農
民
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力

や
嫌
が
ら
せ
を
加
え
た
り
し
て
い
た
時
期
で
、

政
府
側
と
市
民
・
農
民
の
側
に
緊
張
感
の
ピ
ー

ク
が
あ
っ
た
。
当
然
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
は

農
民
た
ち
の
訪
日
を
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
ら

ず
、
ま
た
日
本
の
外
務
省
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
神
戸

で
の
学
会
ま
で
追
い
か
け
て
き
て
会
う
こ
と
を

強
要
し
た
り
と
、
農
民
た
ち
は
四
六
時
中
、
両

政
府
の
監
視
の
目
に
曝
さ
れ
る
言
い
よ
う
の
な

い
恐
怖
感
に
苛
ま
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
開

催
さ
れ
た
院
内
集
会
に
お
け
る
エ
ス
テ
バ
ン
さ

ん
は
次
の
言
葉
は
、鮮
烈
だ
っ
た
。

「
私
た
ち
の
農
業
の
や
り
方
が
よ
ほ
ど
持
続
可

能
だ
と
思
う
」。

前
年
、
国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）が
発
表
さ
れ
、「
持
続
可
能
」は
確
か

に
タ
イ
ム
リ
ー
な
言
葉
だ
っ
た
。
し
か
し
、
理

由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
エ
ス
テ
バ
ン
さ
ん

の
言
葉
に
は
、
自
分
た
ち
の
農
業
へ
の
誇
り
と

自
信
が
溢
れ
て
い
た
。

筆
者
は
、
長
い
間
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
苦
し
め
ら
れ

る
人
々
を
見
て
き
た
が
、
多
く
の
現
場
で
彼
ら

は
巨
大
開
発
の
前
に
打
ち
ひ
し
が
れ
、
自
信
を

な
く
し
、
政
府
や
企
業
に
依
存
的
に
な
っ
て
い

た
。
経
済
成
長
と
い
う
大
義
名
分
を
ま
と
っ
た

「
開
発
」
は
、
人
々
を
「
持
て
る
者
」
と
「
持
て

な
い
者
」に
分
断
し
、
持
て
な
い
者
に「
貧
困
」

や
「
脆
弱
」
と
い
っ
た
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
介

入
の
正
当
化
を
図
る
。
そ
の
結
果
、
援
助
の
対

象
と
さ
れ
た
人
た
ち
は「
社
会
」と「
意
識
」の

二
つ
の
レ
ベ
ル
で
劣
位
へ
貶
め
ら
れ
る
。
開
発

は
「
非
政
治
」
の
形
を
装
っ
た
、
収
奪
的
な
政

治
経
済
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
権
力
構
造
を
固
定

化
さ
せ
る
近
代
社
会
の「
装
置
」な
の
だ
。

し
か
し
、
エ
ス
テ
バ
ン
さ
ん
は
「
プ
ロ
サ
バ

ン
ナ
」
と
い
う
農
業
開
発
援
助
の
「
善
意
の
仮

面
」に
向
か
っ
て
昂
然
と
、食
料
主
権（
食
料
・

農
業
政
策
を
決
定
す
る
権
利
）
を
主
張
し
た
の

で
あ
る
。

広
が
る

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
う
ね
り

時
は
、
ビ
ア
・
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
で
始
ま
っ
た
種
子
を
守
る
た
め
の
農
民
運

動
が
多
く
の
市
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
際
機
関
な
ど

を
巻
き
込
み
な
が
ら
広
が
り
、国
連
に
よ
る「
小

農
と
農
村
で
働
く
人
た
ち
の
国
連
権
利
宣
言

（
小
農
宣
言
）」（
２
０
１
８
年
１２
月
採
択
）
に
向

け
た
食
と
農
の
あ
り
方
を
見
直
す
国
際
的
議
論

の
大
き
な
う
ね
り
の
中
に
あ
っ
た
。
日
本
は
こ

の
う
ね
り
を
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
外

務
省
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
小
農
の
価
値
に
触
れ
た
エ

ス
テ
バ
ン
さ
ん
の
言
葉
に
応
答
し
た
コ
メ
ン
ト

が
で
き
な
か
っ
た
。
実
際
、
先
の
国
連
小
農
宣

言
に
も
、日
本
は
棄
権
票
を
投
じ
て
い
る
。

今
、「
小
農
宣
言
」を
一
つ
の
ピ
ー
ク
に
、「
食

（
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
）」
と
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ

ｇ
ｙ
）」と「
ケ
ア（
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
）」を
一
体
と
し

て
地
域
の
自
給
圏
を
見
直
し
、
新
た
な
公
共
圏

を
再
創
造
す
る
実
践
概
念
と
し
て
、「
ア
グ
ロ

エ
コ
ロ
ジ
ー
」
が
国
連
や
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
の
制
度

化
を
伴
い
な
が
ら
、
世
界
的
に
市
民
権
を
得
つ

つ
あ
る
。
日
本
で
も
、
農
学
研
究
者
を
中
心
に

社
会
学
者
や
生
態
学
者
な
ど
、
多
く
の
専
門
家

も
注
目
し
て
い
る
。
文
化
人
類
学
を
教
え
て
い

る
筆
者
も
、
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
新
た

な
文
化
の
創
造
と
い
う
点
で
、
概
念
の
包
括
性

や
社
会
運
動
を
ル
ー
ツ
と
す
る
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ

ジ
ー
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
よ
り

よ
ほ
ど
本
質
的
で
、
実
践
的
だ
と
も
考
え
て
い

る
。院

内
集
会
で
の
エ
ス
テ
バ
ン
さ
ん
の
言
葉

は
、示
唆
的
で
あ
り
、ま
た
教
育
的
な
も
の
だ
っ

た
。
先
進
国
が
「
答
と
解
き
方
」
を
教
え
る
よ

う
な
国
際
協
力
の
時
代
は
、
も
う
終
わ
っ
た
。

課
題
と
そ
の
解
き
方
を
共
に
探
し
、
そ
の
た
め

に
「
学
び
合
う
」
国
際
協
力
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
す
る
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
を
示

し
て
く
れ
た
エ
ス
テ
バ
ン
さ
ん
の
言
葉
を
、
改

め
て
胸
に
刻
み
た
い
。

プロサバンナ事業    第29回

プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
へ
の 

政
策
提
言
活
動
か
ら
学
ん
だ
こ
と

さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
に
も
屈
せ
ず
、
自
ら
の
食
料
主
権
を
主
張
し
続
け
た

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
農
民
の
こ
と
ば
と
行
動
は
、

つ
い
に
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
と
い
う
巨
大
事
業
を
中
止
に
追
い
込
ん
だ
。

彼
ら
は
、
国
連
が
「
小
農
宣
言
」
を
採
択
し
、〝
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
〞
の
制
度
化
な
ど
が

着
実
に
前
進
し
て
い
く
な
か
で
、
国
際
協
力
と
い
う
も
の
が
、

先
進
国
と
途
上
国
が
共
に
学
び
合
う
も
の
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、

私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
政
策
提
言
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

高
橋 

清
貴
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旅行会社のHIS（エイチ・アイ・エス）がオンラインで実
施しているピーススタディツアーの一企画として開催された
本イベントは、エルサレム駐在の山村から現地の様子を日本
の方々に届ける、というものでした。参加者は40名満員御
礼。イベントのテーマは、「100年後も、変わらない学びを
～パレスチナが問いかける『平和』と『未来』」でした。この
ツアーは、パレスチナのことを学びたいという方々の声によ
り実現したもので、イスラエル・パレスチナ問題の歴史的背
景を説明し、それを踏まえてパレスチナの現在を知るという
ことに焦点が当てられ、事前にたくさんの質問をいただき、
それらに答えながらツアーが進んでいきました。
ツアーの中では、レクチャー形式の説明に加え、現地で撮
影した映像を交え、占領下における人々の生活の様子が伝え
られました。映像には、普段たくさんの観光客や現地の人々
で賑わう東エルサレム市街地や旧市街が、コロナ禍で閑散と
している様子、そして現地の人たちだけの暮らしが続くベツ
レヘムの街の様子が映し出されました。また、旧市街のダマ
スカス門（イスラム教徒の出入り口）前で銃を構えているイ
スラエル兵に話が及ぶと、「車に乗っていてもカフェにいて
も、日常的に兵士や銃の存在を目にする」という、駐在員だ
からこそ感じる現実が共有されました。パレスチナは紛争地
である前にイスラエルの「占領地」。街中でよく見かけるこ
のような占領の実態は、占領者イスラエルと被占領者パレス
チナとの、圧倒的な力の差を表しています。
ガザ地区の映像では、封鎖、そしてコロナ禍における人々

の厳しい経済状況が明らかになりました。８月から続くロッ
クダウンで約12,000人が失業し、難民キャンプを中心に生
活の困窮の度合いが深刻化しています。一方で、JVCが提
携している現地パートナー団体の近況報告では、子どもたち
の健康を守るため、コロナ禍でも工夫を凝らして活動を継続
している女性たちの姿が伝えられました。
ツアーに参加した方々からは、「勉強になりました」「どう
しても私たちが知る内容というのは、メディアで取り上げた
内容になってしまうので、きょうのように生の声や現状につ
いて知れることは、とても貴重でした」といった感想が寄せ
られました。また、「平和」や「中立」という言葉について考
えたことを書いてくださった方も。コロナ禍で実際に現地に
渡航したり、対面でイベントを行ったりすることができない
中で、どこにいても参加できるオンラインでのイベントが増
えたことは、怪我の功名の一つと言えるかもしれません。こ
のように、離れていても世界で起きていることについていっ
しょに学び考えることができできる場をもっと広げていけた
らと思います。
幸い、このスタディーツアーはご好評をいただき、参加希
望の方々の人数に応じて、４月以降も不定期で開催される可
能性があります。インターネットで「HIS ピーススタディー
ツアー パレスチナ」で検索いただくと、開催の有無がわかる
と思いますので、機会があればぜひお気軽にオンラインでの
パレスチナ旅行にご参加ください。

バンクシーがベツレヘムに描いたハト

1/24 (日) オンライン開催
壁で分断された国をめぐり考える、パレスチ
ナピーススタディツアー
～100年後も、変わらない学びを
パレスチナが問いかける「平和」と「未来」～
イスラエル・パレスチナ問題と、現地の状況や生活など
について伝えるオンラインスタディーツアーを開始し
ました。

2/9 (火) オンライン開催
Withコロナのアフリカを体験しよう
～スーダンの事例から考える
国際協力ワークショップ～
スーダン現地駐在員が、新型コロナウィルス感染状況
下にある現地での活動や生活に関する苦悩や困難、
人々の暮らしをお伝えしました。

2/15(月)、25(木) オンライン開催
2021年度JVC東京事務所
インターン募集説明会

2/18(木) オンライン開催
ミャンマー軍の国際人権・人道法違反と
企業の責任を考える

2/19(金)～23(火) オンライン開催【協賛】
第14回国際有機農業映画祭2020
2/23 (火) オンライン開催
カンボジア 香り豊かなハーブに誘われる旅
（オンラインツアー） 
～JVCカンボジア代表・大村真理子とつながる～
カンボジアでの活動であるドライハーブづくりの研修
やそれに参加する人たちの暮らし、ハーブティーがで
きるまでをお伝えしました。

2/26 (金)～28(日) 大阪府大阪市
第10回南北コリアと日本のともだち展
おおさか展 ～わたしがつくる未来～

3/21 (日) オンライン開催
壁で分断された国をめぐり考える、
パレスチナピーススタディツアー 第2弾
1/24に開催した同名のオンラインスタディツアーが
好評だったため、再度開催しました。

1月 ～3月

いべんと・ピックアップ！

1/24（日）パレスチナ・オンラインスタディーツアー

壁で分断された国をめぐり考える
パレスチナピーススタディツアー
パレスチナ事業担当　大澤 みずほ

その他の主なイベント



22No.345 2021 春

『
１
９
８
４
』

マ
イ
ク
ル
・
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
監
督

１
９
８
４
年　

１
時
間
53
分

「
は
た
ら
く
（
傍
楽
）」

と
い
う
こ
と

監
事  

田
中 

雅
幸

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
こ
ど
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

イ
ン
タ
ー
ン　

玉
村 

優
奈

Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
の
接
点
は
、
１
９
９
８
年
味
の

素
（
株
）
で
社
会
貢
献
を
担
当
し
て
い
た

際
、
途
上
国
の
栄
養
改
善
活
動
を
進
め
る
に

当
た
り
、〝
食
・
栄
養
・
保
健
分
野
に
お
け

る
国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
有
識
者

の
会
〞
を
設
置
。
そ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
の
一

人
と
し
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
岩
崎
美
佐
子
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
い
て
以
来
と
な
り
ま
す
。

１
９
９
９
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
栄
養
改
善

活
動
の
支
援
を
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
０
０
年

こ
ろ
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
業
の
支
援
に

着
手
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
も
訪
問
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
行
政
セ
ク
タ
ー・企
業
セ
ク
タ
ー・

市
民
セ
ク
タ
ー
の
各
セ
ク
タ
ー
間
に
距
離
感

が
あ
り
、
企
業
の
担
当
者
が
、
公
的
機
関
・

市
民
団
体
を
訪
問
し
た
と
き
も
非
常
に
警
戒

さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。「
企
業
は

悪
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

よ
り
良
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
に
は
、
各

セ
ク
タ
ー
の
協
働
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
あ
り
、
こ
れ
に
各
セ
ク

タ
ー
が
積
極
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
よ

り
良
い
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
私
は
工
場
に
勤
務
し
ま
し
た
。

工
場
で
は
品
質
の
良
い
製
品
を
生
産
す
る
た

め
に
は
、
社
員
み
ん
な
の
心
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
し
た
。
原
始
的
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
み
ん
な
で
掃
除
を
す
る
こ
と
が
一
番

有
効
で
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
勤
務
し
た
と

き
も
、
毎
週
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
掃
除
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。

イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
の
創
業
者
鍵
山
秀
三
郎

さ
ん
は
『
凡
事
徹
底
』
と
い
う
本
に
、「
心

を
磨
く
に
は
、
と
り
あ
え
ず
目
の
前
に
見
え

る
物
を
磨
き
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
す
」、

「
誰
に
も
出
来
る
平
凡
な
事
を
誰
に
も
で
き

な
い
く
ら
い
徹
底
し
て
続
け
ま
し
た
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
地
域
活
動
と
し
て
公
園
の
掃

除
、
町
内
の
清
掃
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
落

ち
葉
の
頃
は
大
変
で
す
が
、
季
節
の
変
化
を

味
わ
い
な
が
ら
、
地
域
が
き
れ
い
に
な
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
、
子
ど
も
の
笑
顔
に
癒
さ

れ
て
い
ま
す
。

私
は
「
は
た
ら
く
（
傍
楽
）」
と
い
う
言

葉
が
好
き
で
す
。
語
源
は
、「
傍
を
楽
に
す

る
」
か
ら
来
て
い
る
と
か
。
と
こ
ろ
で
、
反

意
語
は「
傍
迷
惑
」と
な
り
ま
す
。「
自
分
は
、

は
た
ら
い
て
い
る
か
？
」
時
々
自
問
自
答
し

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
い
ろ
い
ろ
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
今

後
も
「
傍
を
楽
に
す
る
こ
と
」
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

映
画
『
１
９
８
４
』
で
は
、
人
々
が
監
視

さ
れ
、
逆
ら
う
も
の
に
対
し
て
は
愛
情
省
で

治
療
が
行
わ
れ
、
恐
怖
に
よ
っ
て
人
々
の
思

想
が
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
々
は
、
ビ
ッ

グ
ブ
ラ
ザ
ー
と
呼
ば
れ
る
国
家
の
シ
ン
ボ

ル
を
狂
信
す
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
制
度
や

技
術
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

中
に
は
「B

ig brother is alw
ays 

w
atching you

」
と
書
か
れ
た
貼
り
紙

が
貼
ら
れ
、
排
外
的
な
姿
勢
を
強
化
す
る
た

め
の
映
像
を
市
民
全
員
で
鑑
賞
す
る
シ
ー
ン

の
最
後
で
も
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー
の
肖
像
画
が

映
し
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は

恋
愛
も
タ
ブ
ー
視
さ
れ
、
反
セ
ッ
ク
ス
連
盟

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

主
人
公
と
ジ
ュ
リ
ア
の
恋
愛
関
係
は
あ
ら

ゆ
る
監
視
の
目
を
く
ぐ
り
ぬ
け
な
が
ら
密
か

に
作
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
家
転
覆
を

企
て
た
二
人
は
監
視
社
会
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
ず
、
捕
ま
っ
た
の
で
す
。
愛
情
省
で
過

酷
な
治
療
を
受
け
た
二
人
は
、
ビ
ッ
グ
ブ
ラ

ザ
ー
に
す
べ
て
の
愛
を
傾
注
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

映
画
を
見
て
、
こ
の
世
で
最
も
恐
ろ
し
い

の
は
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー
で
は
な
く
、
考
え
る

力
を
失
っ
た
機
械
的
な
人
間
の
心
だ
と
思
い

ま
し
た
。
作
品
中
に
は
、
人
間
同
士
が
監
視

し
合
う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
技
術
が

存
在
し
ま
す
。
例
え
ば
、
職
場
の
構
造
、
思

想
を
統
制
す
る
た
め
の
監
獄
、
子
ど
も
へ
の

教
育
、
仮
想
敵
国
を
報
じ
る
メ
デ
ィ
ア
、
同

調
圧
力
、
治
療
…
。

果
た
し
て
『
１
９
８
４
』
の
世
界
観
は
た

だ
の
Ｓ
Ｆ
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
な
の
で
し
ょ

う
か
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
技
術
の
発
達
に
よ
り
、

２
０
２
０
年
は
『
１
９
８
４
』
で
描
か
れ
た

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
社
会
に
近
づ
い
た
と
感
じ
る

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
感
染
者
を
把
握

す
る
た
め
の
監
視
構
造
、感
染
者
へ
の
差
別
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」「
ワ
ク
チ
ン
」
を

報
道
す
る
メ
デ
ィ
ア
、
医
療
…
。
私
は
、
映

画
の
世
界
観
と
２
０
２
０
年
を
比
較
し
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
を
残
し
、
考
え
る
習

慣
を
つ
け
、
人
と
人
と
の
対
話
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
果
た
し
て
ど
う

な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て

『
１
９
８
４
』
を
鑑
賞
し
た
方
も
そ
う
で
な

い
方
も
、『
１
９
８
４
』
を
鑑
賞
し
、
そ
の

映
画
に
現
れ
る
よ
う
な
社
会
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
何
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
過
去
か
ら
今
を
見
つ
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
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無 指 定 17 ,999 ,308
タ イ 5,500
カ ン ボ ジ ア 7,147 ,007
ラ オ ス 1,917 ,223
南 ア フ リ カ 1,370 ,000
ア フ ガ ニ ス タ ン 938 ,500
イ ラ ク 40 ,000
スーダン／南スーダン 1,194 ,909
パ レ ス チ ナ 1,908 ,860
コ リ ア 74 ,100
み ど り 一 本 147 ,446
東 京 管 理 36 ,500
調 査 研 究 18 ,000
カ レ ン ダ ー 5,000

募金集計
募金にご協力ありがとうございます。

JVCの活動は、皆さまの募金によって支えられています。

JVCへの募金は、税制優遇措置を受けることができます。

編 集 後 記
JVCの東京事務所に来られた方は、近所に宝石店の多いことに
気づかれると思います。江戸時代、将軍に同行する際、徒歩で
従った御徒衆（おかちしゅう）といわれる下級武士が住んだこ
とに由来する御徒町（おかちまち）界隈。江戸時代から寛永寺
や浅草寺、または吉原などの色街に出入りした仏具や小間物な
どを作る職人たちも住み、明治になって指輪などの宝石を扱う
ようになったといいます。今では2,000店以上の宝飾品問屋や
加工場が集まるといわれる日本一の宝石の町。今度事務所にお
いでの際は、そんなことも考えて散策してみて下さい。(き)

人  事

木村 万里子 パレスチナ現地代表
（パレスチナ現地駐在員より：4月1日付）

山村 順子 パレスチナ現地駐在員
（パレスチナ現地代表より：4月1日付）

並木 麻衣 広報・ＦRグループマネージャー
（産休・育休より復帰：4月1日付）

仁茂田 芳枝 広報担当　
（産休・育休の取得：3月15日～2022年3月末（予定））

ガムラ リファイ アフガニスタン事業担当（1月22日付）
◎5月31日まで業務委託でアフガニスタン事業に従事

伊藤  圭 収益事業担当（カレンダー事務局）（3月31日付）
◎4月以降は業務委託でカレンダー作成に従事

中野 恵美 イラク事業担当（3月31日付）

異　動

産休・育休

退　職

指 定 先  期間（12 ～2月）

※本表に「季節の募金（夏/冬/春）」も含みます。

円合 　 計 3 2 , 8 0 2 , 3 5 3

J V C会員総会のご案内

みなさまご存知の通り、未だ新型コロナウイルス感染症の収束の
見込みが立たないことから、本年度の会員総会も外部会場での
開催を断念し、JVC東京事務所での最低限の人数とオンライン
参加を組み合わせて開催することになりました。

つきましては誠に恐縮ではございますが、当日の来場はご遠慮い
ただき、本誌同封の委任状のご返送をお願いいたします。議案
書は6月初旬に発送させていただき、その際に書面表決や当日
のオンライン参加についてご案内します。なお、今回委任状を
ご返送いただいた場合でも、議案書をご覧いただいての書面
表決や当日のオンライン参加をしていただくことができます。

日　　程  ：2021年 6月12日（土） 10：00～13：00（予定）
場　　所  ：JVC 東京事務所
議　　案  ：1）2020年度活動報告および決算報告
  2）2021年度活動計画および予算案
  3）ビジョン /ミッション /中期目標案

2021年度のＪＶＣ会員総会は昨年に続き、
会場へのご来場は見合わせるようお願い
いたします。
当日はオンラインでご参加いただけます。

「冬の募金」報告

10,770,913 円

2020年「冬の募金」にご協力いただき、ありがとうございました！

1,065件

11月24日 ～ 2月28日

※指定寄付／無指定寄付すべてを含みます第22回
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日本国際ボランティアセンター（J a p a n  I n t e r n a t i o n a l  V o l u n -
t e e r  C e n t e r）は、1 9 8 0年2月、タイのバンコクで誕生した市民に
よる国際協力団体です。J V Cの活動目的は、国際社会のなかで、社
会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリ
カ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方
と人間関係をつくり出そうということにあります。そのため私たち
は、自らの意志でJ V Cに参加し、活動を継続してきました。J V Cはボ
ランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任ある行動をと
る」という意味で団体名として使っています。

NGOJVC @ngo_jvc @ngo_jvc

活動内容をご紹介する説明会を開催しています。
お申し込みはウェブサイトからお願いします。

JVC東京事務所,  オンライン
［会  場］

参加費無料

J V C では 会 員を募 集して います

会 員 数（ 4月 1日現在 ） 合 計 8 1 9 名（ 正 会 員 4 6 7 名  賛 助 会 員 3 5 2 名 ）

一般会員
学生会員
団体会員

それぞれに
正会員と賛助会員があります。

10,000円
5,000円

30,000円

会員は総会に出席し、 J V Cの方針などを決定するほ
か、情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習
会などへ参加することができます。会員の方にはこの
会報誌を年 4回と、年次報告書をお届けします。
入会のお申し込みや会員の方の住所変更などは、会員
担当の横山まで。

J V C のオリエンテーションにご 参 加ください

yokoyama@ngo-jvc.netメールアドレス

https://www .ngo-jvc .net/ info@ngo-jvc .netウェブサイト メールアドレス

中南部サワンナケート県のピーマイラオ［ラオス正月］
仏教寺院では、旧年中の厄を祓う。1年で最も暑い時期でもあ
るため、人々は互いに水をかけ合って賑わう（4月15日前後）

首都ハルツームの預言者ムハンマド生誕祭
広場にイスラム神秘主義教団が集まり、歌、
踊り、楽器、説法を披露。露店も出て、夜ま
で大いに賑わう（2021年は10月中旬）

前号に続いてJVCの活動地の “祝日” をご紹介します。イスラム教、キリスト
教、仏教のお祭りです。活動地が多様な文化圏にわたるというだけでなく、パ
レスチナ人の大半はイスラム教徒であることからも分かるように、それぞれの
地域ごとにまた、多岐にわたる多様性があります。JVCはそれら一つ一つに
常に真摯な気持ちで向き合いながら、日々の活動を行っています。

ラオス

スーダン

パレスチナ自治区の中心地・ラマッラーの教会
イエス・キリストの復活を祝うお祭りイースター
の関連行事で、カトリック教徒が祈りを捧げる
（2021年は4月4日）

パレスチナ

特定非営利活動法人


